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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の周波数チャネルから選択した１個の周波数チャネルと複数の拡散符号から選択し
た１個の拡散符号とを用いてパケットを送受信する無線装置であって、
　前記複数の周波数チャネルから選択した第１の周波数チャネルと前記複数の拡散符号か
ら選択した第１の拡散符号とを用いてパケットを他の無線装置から受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信が開始されたパケットが緊急情報を含む緊急パケットである
ときに前記緊急パケットを転送すべきと判定すると、前記緊急パケットのヘッダを再構築
し、一時記憶バッファに記憶しながら前記一時記憶バッファから読み出した前記緊急パケ
ットの本体部に前記再構築したヘッダを付加して前記本体部の記憶が完了する前に前記第
１の周波数チャネルと異なる第２の周波数チャネルと前記第１の拡散符号と異なる第２の
拡散符号との少なくとも１つを用いて前記緊急パケットの転送を開始することによって前
記緊急パケットを転送する転送手段とを備え、
　前記転送手段は、前記緊急パケットの生存期間が有効であり、かつ、前記緊急パケット
のヘッダに含まれる伝達方向が転送テーブルの相対方向に一致するとき、前記緊急パケッ
トを転送すべきと判定する、無線装置。
【請求項２】
　前記転送手段は、前記第２の周波数チャネルを用いて前記緊急パケットを転送する第１
の方法、前記第２の拡散符号を用いて前記緊急パケットを転送する第２の方法、および前
記第２の周波数チャネルおよび前記第２の拡散符号を用いて前記緊急パケットを転送する
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第３の方法のうちのいずれかの方法を用いて前記緊急パケットを転送する、請求項１に記
載の無線装置。
【請求項３】
　前記緊急パケットの本体部は、前記受信手段によって受信が開始されたパケットが前記
緊急パケットであると判定された後に記憶され始める、請求項１または請求項２に記載の
無線装置。
【請求項４】
　前記転送手段は、物理層に属し、前記受信手段によって受信が開始されたパケットが前
記緊急パケットであると判定したとき、前記緊急パケットを前記物理層よりも上位の層へ
上げることなく前記緊急パケットを転送する、請求項１から請求項３のいずれか１項に記
載の無線装置。
【請求項５】
　複数の周波数チャネルから選択した１個の周波数チャネルと複数の拡散符号から選択し
た１個の拡散符号とを用いてパケットを送受信する無線通信方式によって無線通信が行な
われる無線ネットワークであって、
　前記複数の周波数チャネルから選択した第１の周波数チャネルと前記複数の拡散符号か
ら選択した第１の拡散符号とを用いて、緊急情報を含む緊急パケットを送信する第１の無
線装置と、
　前記第１の無線装置から前記第１の周波数チャネルおよび前記第１の拡散符号を用いて
前記緊急パケットの受信を開始するとともに前記緊急パケットを転送すべきと判定すると
、前記緊急パケットのヘッダを再構築し、一時記憶バッファに記憶しながら前記一時記憶
バッファから読み出した前記緊急パケットの本体部に前記再構築したヘッダを付加して前
記本体部の記憶が完了する前に前記第１の周波数チャネルと異なる第２の周波数チャネル
と前記第１の拡散符号と異なる第２の拡散符号との少なくとも１つを用いて前記緊急パケ
ットの転送を開始することによって前記緊急パケットを転送する第２の無線装置とを備え
、
　前記第２の無線装置は、前記緊急パケットの生存期間が有効であり、かつ、前記緊急パ
ケットのヘッダに含まれる伝達方向が転送テーブルの相対方向に一致するとき、前記緊急
パケットを転送すべきと判定する、無線ネットワーク。
【請求項６】
　前記第２の無線装置は、前記第２の周波数チャネルを用いて前記緊急パケットを転送す
る第１の方法、前記第２の拡散符号を用いて前記緊急パケットを転送する第２の方法、お
よび前記第２の周波数チャネルおよび前記第２の拡散符号を用いて前記緊急パケットを転
送する第３の方法のうちのいずれかの方法を用いて前記緊急パケットを転送する、請求項
５に記載の無線ネットワーク。
【請求項７】
　前記第２の無線装置は、前記受信が開始されたパケットが前記緊急パケットであると判
定された後に前記緊急パケットの本体部を記憶し始める、請求項５または請求項６に記載
の無線ネットワーク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、無線装置およびそれを備えた無線ネットワークに関し、特に、マルチチャ
ネルを用いて無線通信を行なう無線装置およびそれを備えた無線ネットワークに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カットスルー方式によってパケットを転送する高速転送技術が知られている（非
特許文献１）。
【０００３】
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　この高速転送技術は、パケットを受信し始めると、そのパケットのヘッダを参照して、
そのパケットが中継パケットであると判定すると、そのパケットをそのまま転送するもの
である。
【非特許文献１】酒井　敏宏、門脇　直人、板谷　聡子、Ｎｏｕｒｉ　Ｓｈｉｒａｚｉ　
Ｍａｈｄａｄ、小花　貞夫，“アドホック無線通信システムの高レスポンス化に関する提
案”，電子情報通信学会技術研究報告，ＲＣＳ－２００６－１２８（２００６－８）．
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、パケットを受信しながら転送すると、転送された転送信号が受信信号と干渉を
起こすという問題がある。
【０００５】
　そこで、この発明は、かかる問題を解決するためになされたものであり、その目的は、
転送信号と受信信号との干渉を抑制してパケットを転送可能な無線装置を提供することで
ある。
【０００６】
　また、この発明の別の目的は、転送信号と受信信号との干渉を抑制してパケットを転送
可能な無線装置を備えた無線ネットワークを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明によれば、無線装置は、複数の周波数チャネルから選択した１個の周波数チャ
ネルと複数の拡散符号から選択した１個の拡散符号とを用いてパケットを送受信する無線
装置であって、受信手段と、転送手段とを備える。受信手段は、他の無線装置から送信さ
れたパケットを１個の周波数チャネルと１個の拡散符号とを用いて受信する。転送手段は
、受信手段によって受信が開始されたパケットが緊急情報を含む緊急パケットであるとき
、緊急パケットの受信完了後に、１個の周波数チャネルと１個の拡散符号とを用いて緊急
パケットを転送する。
【０００８】
　好ましくは、転送手段は、受信手段から受けた緊急パケットのヘッダ以外の本体部を一
時記憶バッファに格納するとともに、ヘッダを更新し、その更新したヘッダを一時記憶バ
ッファから取り出した本体部に付加して緊急パケットを再構築し、その再構築した緊急パ
ケットを転送する。
【０００９】
　また、この発明によれば、無線装置は、複数の周波数チャネルから選択した１個の周波
数チャネルと複数の拡散符号から選択した１個の拡散符号とを用いてパケットを送受信す
る無線装置であって、受信手段と、転送手段とを備える。受信手段は、複数の周波数チャ
ネルから選択した第１の周波数チャネルと複数の拡散符号から選択した第１の拡散符号と
を用いてパケットを他の無線装置から受信する。転送手段は、受信手段によって受信が開
始されたパケットが緊急情報を含む緊急パケットであるとき、第１の周波数チャネルと異
なる第２の周波数チャネルおよび／または第１の拡散符号と異なる第２の拡散符号を用い
て緊急パケットを転送する。
【００１０】
　好ましくは、転送手段は、緊急パケットの受信完了後に第２の周波数チャネルおよび／
または第２の拡散符号を用いて緊急パケットを転送する。
【００１１】
　好ましくは、転送手段は、物理層に属し、受信手段によって受信が開始されたパケット
が緊急パケットであると判定したとき、緊急パケットを物理層よりも上位の層へ上げるこ
となく緊急パケットを転送する。
【００１２】
　更に、この発明によれば、無線ネットワークは、複数の周波数チャネルから選択した１
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個の周波数チャネルと複数の拡散符号から選択した１個の拡散符号とを用いてパケットを
送受信する無線通信方式によって無線通信が行なわれる無線ネットワークであって、第１
および第２の無線装置を備える。第１の無線装置は、複数の周波数チャネルから選択した
第１の周波数チャネルと複数の拡散符号から選択した第１の拡散符号とを用いて、緊急情
報を含む緊急パケットを送信する。第２の無線装置は、第１の無線装置から第１の周波数
チャネルおよび第１の拡散符号を用いて緊急パケットの受信を開始するとともに、緊急パ
ケットの受信が完了すると、第１の周波数チャネルおよび第１の拡散符号を用いて緊急パ
ケットを転送する。
【００１３】
　更に、この発明によれば、無線ネットワークは、複数の周波数チャネルから選択した１
個の周波数チャネルと複数の拡散符号から選択した１個の拡散符号とを用いてパケットを
送受信する無線通信方式によって無線通信が行なわれる無線ネットワークであって、第１
および第２の無線装置を備える。第１の無線装置は、複数の周波数チャネルから選択した
第１の周波数チャネルと複数の拡散符号から選択した第１の拡散符号とを用いて、緊急情
報を含む緊急パケットを送信する。第２の無線装置は、第１の無線装置から第１の周波数
チャネルおよび第１の拡散符号を用いて緊急パケットの受信を開始するとともに、第１の
周波数チャネルと異なる第２の周波数チャネルおよび／または第１の拡散符号と異なる第
２の拡散符号を用いて緊急パケットを転送する。
【００１４】
　好ましくは、第２の無線装置は、緊急パケットの受信完了後に第２の周波数チャネルお
よび／または第２の拡散符号を用いて緊急パケットを転送する。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明においては、各無線装置は、緊急パケットの受信完了後に緊急パケットを転送
する。その結果、各無線装置において、緊急パケットの転送期間は、緊急パケットの受信
期間からずれる。
【００１６】
　従って、この発明によれば、転送信号と受信信号との干渉を抑制して緊急パケットを転
送できる。
【００１７】
　また、この発明においては、各無線装置は、緊急パケットを受信するときの周波数チャ
ネルと異なる周波数チャネルおよび／または緊急パケットを受信するときの拡散符号と異
なる拡散符号を用いて緊急パケットを転送する。その結果、各無線装置は、転送信号と受
信信号とを識別して検出する。
【００１８】
　従って、この発明によれば、転送信号と受信信号との干渉を抑制して緊急パケットを転
送できる。
【００１９】
　更に、この発明においては、各無線装置は、緊急パケットの受信完了後に、緊急パケッ
トを受信するときの周波数チャネルと異なる周波数チャネルおよび／または緊急パケット
を受信するときの拡散符号と異なる拡散符号を用いて緊急パケットを転送する。その結果
、各無線装置において、緊急パケットの転送期間は、緊急パケットの受信期間からずれる
。また、各無線装置は、転送信号と受信信号とを識別して検出する。
【００２０】
　従って、この発明によれば、転送信号と受信信号との干渉を更に抑制して緊急パケット
を転送できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中同一また
は相当部分には同一符号を付してその説明は繰返さない。
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【００２２】
　図１は、この発明の実施の形態による無線ネットワークの概略図である。この発明の実
施の形態による無線ネットワーク１０は、無線装置１～８を備える。無線装置１～８は、
それぞれ、車両Ｃ１～Ｃ８に搭載される。そして、無線装置１～８は、自律的に無線ネッ
トワークを構成する。
【００２３】
　車両Ｃ１～Ｃ８は、道路を走行し、交差点を通過する。このような場合、各車両Ｃ１～
Ｃ８は、信号機が交差点に設置されていなければ、出会い頭衝突事故および右折時事故等
の交通事故を起こすこともあるので、このような交通事故を防止する必要がある。また、
各車両Ｃ１～Ｃ８は、自己の前方で交通事故が発生したことを検知した場合、前方におけ
る交通事故の発生を後方の車両へ知らせる必要がある。更に、各車両Ｃ１～Ｃ８は、後方
から救急車が近づいて来ていることを検知した場合、救急車の接近を前方の車両へ知らせ
る必要がある。
【００２４】
　そこで、以下においては、交通事故の発生を防止するとともに、救急車等の緊急車両の
スムーズな走行を確保するために、各無線装置１～８が自己の周辺を走行している他の車
両の位置情報を検知するとともに、交通事故の発生または緊急車両の接近を知らせるため
の緊急パケットを干渉を抑制して他の無線装置へ転送する方法について説明する。
【００２５】
　図２は、拡散符号と周波数チャネルとの関係を示す図である。図２において、縦軸は、
拡散符号を表し、横軸は、周波数チャネルを表す。１５個の拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄ
ｅ１５は、周波数チャネルｆ１～ｆ４の各々に対して割り当てられる。
【００２６】
　従って、各無線装置１～８は、後述する方法によって、周波数チャネルｆ１～ｆ４から
１つの周波数チャネルｆｔ（周波数チャネルｆ１～ｆ４のいずれか）を選択するとともに
、拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄｅ１５から１つの拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔ（拡散符号Ｃｏｄ
ｅ１～Ｃｏｄｅ１５のいずれか）を選択し、その選択した周波数チャネルｆｔおよび拡散
符号Ｃｏｄｅ＿ｔを用いてパケットを送信する。
【００２７】
　また、各無線装置１～８は、後述する方法によって、周波数チャネルｆ１～ｆ４から１
つの周波数チャネルｆｒ（周波数チャネルｆｔと異なる周波数チャネルｆ１～ｆ４のいず
れか）を選択するとともに、拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄｅ１５から１つの拡散符号Ｃｏ
ｄｅ＿ｒ（拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄｅ１５のいずれか
）を選択し、その選択した周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを用いてパケ
ットを受信する。
【００２８】
　図３は、パケットのフォーマットを示す図である。パケットＰＫＴは、プリアンブル（
ＰＲ）と、ユニークワード（ＵＷ）と、ＤＡＴＡ＿Ａと、ＤＡＴＡ＿Ｂと、ＤＡＴＡ＿Ｃ
とを含む。
【００２９】
　ＤＡＴＡ＿Ａは、ＣＴと、ＣＲＣ＿Ａとを含む。ＤＡＴＡ＿Ｂは、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）と、ＬＬＣ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）と、ＣＲＣ＿Ｂとを含む。ＤＡＴＡ＿Ｃは、ＬＳＤＵ（Ｌｉｎｋ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）と、ＣＲＣ＿Ｃとを含む。
【００３０】
　ＣＴは、緊急パケットであるか否かを判断するためのフラグＦＬＧと、緊急情報の送信
元の無線装置を識別する識別番号ＩＤ＿Ｓと、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送元であ
る無線装置を識別する識別番号ＩＤ＿Ｔと、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの伝達方向ＤＲ
と、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの生存期間ＴＴＬと、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのシ
ーケンス番号ＳＥＱ＿Ａとを含む。
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【００３１】
　ＣＲＣ＿Ａ，ＣＲＣ＿Ｂ，ＣＲＣ＿Ｃの各々は、誤り検出符号である。ＭＡＣは、ＭＡ
Ｃ制御を行なうためのフィールドである。ＬＬＣは、ＬＬＣ制御を行なうためのフィール
ドである。ＬＳＤＵは、リンクサービスデータ単位であり、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ｂを
含む。
【００３２】
　ＣＴは、ＣＲＣ＿Ａによって誤り検出され、ＭＡＣおよびＬＬＣは、ＣＲＣ＿Ｂによっ
て誤り検出され、ＬＳＤＵは、ＣＲＣ＿Ｃによって誤り検出される。
【００３３】
　プリアンブル（ＰＲ）およびユニークワード（ＵＷ）は、各無線装置１～８の物理層に
おいて付加される。なお、各領域に対する誤り訂正符号は、ＦＥＣ１，ＦＥＣ２およびＦ
ＥＣ３であり、図３のパケットフォーマットに示した通りである。
【００３４】
　パケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであるとき、フラグＦＬＧには、“ＯＮ
”情報が格納され、パケットＰＫＴが定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤであるとき、フラグＦ
ＬＧには、“ＯＦＦ”情報が格納される。
【００３５】
　そして、この発明においては、ＣＴおよびＣＲＣ＿Ａは、ヘッダＨＥＤを構成する。ま
た、ＤＡＴＡ＿Ｂ（＝ＭＡＣ＋ＬＬＣ＋ＣＲＣ＿Ｂ）およびＤＡＴＡ＿Ｃ（＝ＬＳＤＵ＋
ＣＲＣ＿Ｃ）は、本体部ＢＯＤＹを構成する。
【００３６】
　［実施の形態１］
　図４は、図１に示す無線装置１の実施の形態１における構成を示す概略図である。無線
装置１は、通信制御部１１と、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ）受信機１２とを備える。
【００３７】
　通信制御部１１は、階層構造からなり、送受信手段１１１と、ＭＡＣモジュール１１２
と、処理手段１１３と、定期パケット発生手段１１４と、緊急パケット発生手段１１５と
を含む。
【００３８】
　ＧＰＳ受信機１２は、無線装置１のＧＰＳ信号をＧＰＳ衛星から定期的に受信し、その
受信したＧＰＳ信号を処理手段１１３および定期パケット発生手段１１４へ出力する。
【００３９】
　送受信手段１１１は、物理層に属する。そして、送受信手段１１１は、他の無線装置か
らパケットＰＫＴを受信すると、その受信したパケットＰＫＴの受信信号をアナログ信号
からディジタル信号に変換する。その後、送受信手段１１１は、ディジタル信号からなる
受信信号に基づいて、後述する方法によって、４個の周波数チャネルｆ１～ｆ４および１
５個の拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄｅ１５によって構成される６０個のチャネルの各々に
おけるパケットＰＫＴの受信信号強度である６０個の評価値を演算し、その演算した６０
個の評価値のち、最大の評価値が得られたときの周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏ
ｄｅ＿ｒを選択する。また、送受信手段１１１は、６０個の評価値のうち、最小の評価値
が得られたときの周波数チャネルｆｔおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔを選択する。
【００４０】
　また、送受信手段１１１は、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元のアドレスと、無線
装置１に対する送信元の存在方向を示す相対方向とを処理手段１１３から定期的に受ける
。そして、送受信手段１１１は、その受けた送信元のアドレスと相対方向とを用いて、後
述する方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきか否かを判定するための
転送テーブルを作成または更新し、その作成または更新した転送テーブルを保持する。
【００４１】
　更に、送受信手段１１１は、周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを選択す
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ると、周波数チャネルチャネルｆｒにおけるパケットＰＫＴのヘッダのみを拡散符号Ｃｏ
ｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後のヘッダをデコードする。また、送受信手段１
１１は、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤ以外の部分である本体部ＢＯＤＹ（ディジタル信
号からなる）を一時的に記憶する。
【００４２】
　そして、送受信手段１１１は、ヘッダのフラグＦＬＧを参照して、パケットＰＫＴが緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであるか定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤであるかを判定する。よ
り具体的には、送受信手段１１１は、フラグＦＬＧに“ＯＮ”情報が設定されていれば、
パケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであると判定し、フラグＦＬＧに“ＯＦＦ
”情報が設定されていれば、パケットＰＫＴが定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤであると判定
する。
【００４３】
　送受信手段１１１は、パケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであると判定する
と、転送テーブルを参照して、後述する方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転
送すべきか否かを判定する。
【００４４】
　そして、送受信手段１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきと判定したと
き、ヘッダのみを後述する方法によって再構築する。その後、送受信手段１１１は、再構
築したヘッダをエンコードし、そのエンコード後のヘッダを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによっ
てスペクトル拡散する。
【００４５】
　そうすると、送受信手段１１１は、一時記憶バッファから緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
の本体部ＢＯＤＹを取り出し、その取り出した本体部ＢＯＤＹにヘッダＨＥＤを付加して
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを再構築し、その再構築した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを
ディジタル信号からアナログ信号に変換して周波数チャネルｆｒで転送する。
【００４６】
　その後、送受信手段１１１は、周波数チャネルｆｒにおけるパケットＰＫＴの本体部Ｂ
ＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコ
ードする。そして、送受信手段１１１は、そのデコードしたパケットＰＫＴ（＝緊急パケ
ットＰＫＴ＿ＥＭＧ）をＭＡＣモジュール１１２へ出力する。
【００４７】
　また、送受信手段１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送および受信が不要であ
ると判定したとき、デコードしたヘッダＨＥＤと、一時的に記憶した本体部ＢＯＤＹとを
破棄する。
【００４８】
　更に、送受信手段１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送が不要であるが、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であるとき、周波数チャネルｆｒにおけるパケット
ＰＫＴの本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後の本体
部ＢＯＤＹをデコードする。そして、送受信手段１１１は、そのデコードしたパケットＰ
ＫＴ（＝緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ）をＭＡＣモジュール１１２へ出力する。
【００４９】
　一方、送受信手段１１１は、パケットＰＫＴが定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤであると判
定したとき、周波数チャネルｆｒにおけるパケットＰＫＴの本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃ
ｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコードする。そして、
送受信手段１１１は、そのデコードしたパケットＰＫＴ（＝定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
）をＭＡＣモジュール１１２へ出力する。
【００５０】
　また、送受信手段１１１は、ＭＡＣモジュール１１２からパケットＰＫＴ（定期パケッ
トＰＫＴ＿ＰＲＤまたは緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ）を受けると、その受けたパケット
ＰＫＴにプリアンブル（ＰＲ）およびユニークワード（ＵＷ）を付加し、そのプリアンブ



(8) JP 5396596 B2 2014.1.22

10

20

30

40

50

ル（ＰＲ）およびユニークワード（ＵＷ）を付加したパケットＰＫＴを拡散符号Ｃｏｄｅ
＿ｔによってスペクトル拡散するとともに、その拡散したパケットＰＫＴを周波数チャネ
ルｆｔで送信する。
【００５１】
　ＭＡＣモジュール１１２は、ＭＡＣ層に属し、定期パケット発生手段１１４から受けた
定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤまたは緊急パケット発生手段１１５から受けた緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧに対してＭＡＣヘッダの付加等のＭＡＣ部における制御および処理を行な
う。そして、ＭＡＣモジュール１１２は、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤまたは緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧを送受信手段１１１へ出力する。
【００５２】
　また、ＭＡＣモジュール１１２は、送受信手段１１１から定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
または緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受け、その受けた定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤまた
は緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧからＭＡＣヘッダを除去等して定期パケットＰＫＴ＿ＰＲ
Ｄまたは緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを処理手段１１３へ出力する。
【００５３】
　処理手段１１３は、上位層に属し、他の無線装置から送信された定期パケットＰＫＴ＿
ＰＲＤまたは緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧをＭＡＣモジュール１１２から受ける。そして
、処理手段１１３は、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤから定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送
信元のアドレスと、送信元のＧＰＳ信号とを取り出す。なお、ＧＰＳ信号は、緯度、経度
、速度、進行方向（＝方位）、および時刻からなる。
【００５４】
　また、処理手段１１３は、ＧＰＳ受信機１２から無線装置１のＧＰＳ信号を受ける。そ
して、処理手段１１３は、公知の方法によって、無線装置１のＧＰＳ信号の緯度および経
度を無線装置１の位置情報（ｘ，ｙ座標からなる）に変換するとともに、他の無線装置の
ＧＰＳ信号の緯度および経度を他の無線装置の位置情報（ｘ，ｙ座標からなる）に変換す
る。その後、処理手段１１３は、無線装置１の位置情報と他の無線装置の位置情報とに基
づいて、無線装置１に対する他の無線装置の相対位置を求めるとともに、無線装置１に対
する他の無線装置の存在方向を示す相対方向を求める。
【００５５】
　そうすると、処理手段１１３は、他の無線装置のアドレス、他の無線装置のＧＰＳ信号
、他の無線装置の相対位置および他の無線装置の相対方向に基づいて、周辺車両情報テー
ブルを作成または更新し、その作成または更新した周辺車両情報テーブルを保持する。
【００５６】
　そして、処理手段１１３は、周辺車両情報テーブルから他の無線装置のアドレスおよび
相対方向を定期的（例えば、１００ｍｓｅｃ毎）に取り出して送受信手段１１１へ出力す
る。
【００５７】
　更に、処理手段１１３は、他の無線装置のアドレスおよび他の無線装置のＧＰＳ信号を
定期パケット発生手段１１４へ出力する。
【００５８】
　更に、処理手段１１３は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧから緊急情報を取り出し、その
取り出した緊急情報を表示手段（図示せず）によってドライバーに視聴覚情報として与え
る。
【００５９】
　定期パケット発生手段１１４は、上位層に属し、ＧＰＳ受信機１２から無線装置１のＧ
ＰＳ信号を定期的に受け、処理手段１１３から他の無線装置のアドレスおよび他の無線装
置のＧＰＳ信号を受ける。そして、定期パケット発生手段１１４は、無線装置１のアドレ
ス／無線装置１のＧＰＳ信号と、他の無線装置のアドレス／他の無線装置のＧＰＳ信号と
を含む定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤを発生し、その発生した定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
をＭＡＣモジュール１１２を介して定期的に送信する。
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【００６０】
　緊急パケット発生手段１１５は、上位層に属し、無線装置１が搭載された車両Ｃ１のド
ライバーが交通事故の発生または緊急車両の接近を示す情報を緊急情報として無線装置１
へ入力することによって、緊急情報を外部から受ける。
【００６１】
　そして、緊急パケット発生手段１１５は、緊急情報を受けると、その受けた緊急情報と
、無線装置１のアドレスと、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）と、伝達方向とを含む緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧを発生し、その発生した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧをＭＡＣモジ
ュール１１２を介して送信する。
【００６２】
　なお、図１に示す無線装置２～８の各々は、図４に示す無線装置１と同じ構成からなる
。
【００６３】
　図５は、受信信号を拡散符号によって逆拡散して得られる評価値の演算に用いるパケッ
ト中のシンボル部の概念図である。
【００６４】
　シンボル部は、受信されたパケットＰＫＴの任意の位置からなる。即ち、シンボル部は
、各無線装置１～８においてパケットの送信が発生したときに各無線装置１～８が受信し
ているパケットの一部に相当する。例えば、各無線装置１～８においてパケットの送信が
発生したときに各無線装置１～８がパケットの中央部を受信しているのであれば、パケッ
トの中央部がシンボル部になり、各無線装置１～８がパケットの先頭部を受信しているの
であれば、パケットの先頭部がシンボル部になり、各無線装置１～８がパケットの後部を
受信しているのであれば、パケットの後部がシンボル部になる。つまり、パケットの送信
が発生したときに各無線装置１～８が受信している部分がシンボル部になる。そして、シ
ンボル部は、Ｎ（Ｎは、２以上の整数）個のシンボルからなる。
【００６５】
　周波数チャネルｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）における受信信号を拡散符号ｋ（ｋ＝Ｃｏｄｅ１
～Ｃｏｄｅ１５）によって逆拡散して得られた値（複素数）の絶対値をＮ個のシンボルに
わたって平均化した値を＜ξｋ＞ａｖ，ｆとする。Ｎ個のシンボルのうちのｓ（ｓ＝１～
Ｎ）番目のシンボルにおいて、受信信号を拡散符号ｋによって逆拡散して得られる値ξＩ

ｋ，ｓ，ｆおよびξＱｋ，ｓ，ｆをそれぞれ次の式（１）および式（２）によって求める
。
【００６６】
【数１】

【００６７】
【数２】

【００６８】
　なお、式（１）において、Ｉは、周波数チャネルｆにおける受信信号の実数成分を表し
、Ｑは、周波数チャネルｆにおける受信信号の虚数成分を表す。
【００６９】
　そして、各シンボルの干渉量の大きさξｋ，ｓ，ｆを次式によって求める。
【００７０】
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【数３】

【００７１】
　そして、干渉量の大きさξｋ，ｓ，ｆを次式によってＮ個のシンボルについて平均化し
、評価値＜ξｋ＞ａｖ，ｆを求める。
【００７２】

【数４】

【００７３】
　従って、送受信手段１１１は、上述した式（１）～式（４）を用いて評価値＜ξｋ＞ａ

ｖ，ｆを全ての周波数チャネルｆ１～ｆ４および全ての拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄｅ１
５に対して求め、その求めた６０個の評価値＜ξＣｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣｏｄｅ１

５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）のうち、最も小さい評価値が得られる周波数チャネルお
よび拡散符号をそれぞれ干渉量が少ない周波数チャネルｆｔおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔ
として選択する。
【００７４】
　また、送受信手段１１１は、６０個の評価値＜ξＣｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣｏｄｅ

１５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）のうち、最も大きい評価値が得られる周波数チャネル
および拡散符号をそれぞれ周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒとして選択す
る。
【００７５】
　図６は、実施の形態１における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。周辺車両
情報テーブル２０は、無線装置ＩＤと、時刻と、位置情報と、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ｂ
と、相対位置と、相対方向とからなる。
【００７６】
　無線装置ＩＤ、時刻、位置情報、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ｂ、相対位置、および相対方
向は、相互に対応付けられる。無線装置ＩＤは、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元の
識別情報を示し、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元のアドレスからなる。
【００７７】
　時刻は、位置情報を取得した時刻を示し、時／分／秒（ＨＨＨＨ／ＭＭＭＭ／ＳＳＳＳ
）からなっており、アプリケーションに応じて、年／月／日（ＹＹＹＹ／ＭＭＭＭ／ＤＤ
ＤＤ）の情報を付加してもよい。位置情報は、緯度、経度、方位および速度からなる。シ
ーケンス番号ＳＥＱ＿Ｂは、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元によって付与され、正
の整数からなる。そして、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ｂは、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの
生成順を示す。従って、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ｂの数値が大きい程、定期パケットＰＫ
Ｔ＿ＰＲＤが新しいことを表す。
【００７８】
　相対位置は、周辺車両情報テーブル２０を作成する無線装置の位置に対する定期パケッ
トＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元の位置からなる。相対方向は、周辺車両情報テーブル２０を作
成する無線装置に対する定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元の存在方向からなる。
【００７９】
　図７は、実施の形態１における転送テーブルの構成を示す図である。転送テーブル３０
は、無線装置ＩＤと、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）と、相対方向とからなる。無線装置
ＩＤ、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）、および相対方向は、相互に対応付けられる。
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【００８０】
　無線装置ＩＤは、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元のアドレスからなる。図７中の
シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）は、“０”または緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのヘッダＨ
ＥＤに含まれているシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａからなる。相対方向は、転送テーブル３０
を作成する無線装置に対する定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元の存在方向からなる。
【００８１】
　なお、無線装置ＩＤおよび相対方向は、それぞれ、図６に示す周辺車両情報テーブル２
０における無線装置ＩＤおよび相対方向からなる。
【００８２】
　図８は、図４に示す送受信手段１１１の構成を示す概略ブロック図である。送受信手段
１１１は、受信処理部１１１１と、転送処理部１１１２と、送信処理部１１１３とを含む
。そして、転送処理部１１１２は、転送処理実行部１１１０と、一時記憶バッファ１１２
０とを含む。
【００８３】
　受信処理部１１１１は、パケットＰＫＴを周波数チャネルｆ１～ｆ４の各々で受信し、
その受信したパケットＰＫＴの４個の受信信号の各々をアナログ信号からディジタル信号
に変換する。そして、受信処理部１１１１は、ディジタル信号からなる４個の受信信号の
各々を拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄｅ１５の各々によって逆拡散して、上述した６０個の
評価値を演算する。その後、受信処理部１１１１は、６０個の評価値に基づいて、周波数
チャネルｆｔおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔを選択するとともに、周波数チャネルｆｒおよ
び拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを選択する。そして、受信処理部１１１１は、周波数チャネルｆ
ｔおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔの組と、周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ
の組とを送信処理部１１１３へ出力する。
【００８４】
　受信処理部１１１１は、周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを選択すると
、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆
拡散後のヘッダＨＥＤをデコードする。そして、受信処理部１１１１は、デコードしたヘ
ッダＨＥＤのフラグＦＬＧを参照して、上述した方法によって、パケットＰＫＴが緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧであるか定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤであるかを判定する。
【００８５】
　受信処理部１１１１は、パケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであると判定す
ると、そのデコードしたヘッダＨＥＤのＣＴを転送処理部１１１２の転送処理実行部１１
１０へ出力し、ディジタル信号からなるパケットＰＫＴの本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッ
ファ１１２０へ出力する。
【００８６】
　その後、受信処理部１１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であること
を示す通知を転送処理実行部１１１０から受けると、一時記憶バッファ１１２０に格納さ
れた緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの本体部ＢＯＤＹを読み出し、その読み出した本体部Ｂ
ＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコ
ードする。そして、受信処理部１１１１は、デコードした緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを
ＭＡＣモジュール１１２へ出力する。
【００８７】
　一方、受信処理部１１１１は、パケットＰＫＴが定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤであると
判定すると、周波数チャネルｆｒにおけるパケットＰＫＴの本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃ
ｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコードする。そして、
受信処理部１１１１は、デコードしたパケットＰＫＴ（＝定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ）
をＭＡＣモジュール１１２へ出力する。
【００８８】
　転送処理部１１１２の転送処理実行部１１１０は、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信
元のアドレスと無線装置１に対する送信元の存在方向を示す相対方向とを処理手段１１３
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から定期的に受ける。そして、転送処理実行部１１１０は、その受けた送信元のアドレス
および相対方向をそれぞれ無線装置ＩＤおよび相対方向に格納するとともに、シーケンス
番号（ＳＥＱ＿Ａ）に“０”を格納して転送テーブル３０を作成または更新し、その作成
または更新した転送テーブル３０を保持する。
【００８９】
　また、転送処理実行部１１１０は、受信処理部１１１１から緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
ＧのヘッダＨＥＤに含まれるＣＴを受けると、その受けたＣＴと、転送テーブル３０とに
基づいて、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきか否かを判定する。
【００９０】
　より具体的には、転送処理実行部１１１０は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのＣＴを参
照して、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの生存期間ＴＴＬが有効（ＴＴＬ＞０）であるか否
かを判定し、ＣＴに含まれる伝達方向ＤＲが転送テーブル３０に登録されている相対方向
と一致するか否かを判定する。
【００９１】
　そして、転送処理実行部１１１０は、生存期間ＴＴＬが有効（ＴＴＬ＞０）であり、か
つ、ＣＴに含まれる伝達方向ＤＲが転送テーブル３０に登録されている相対方向に一致す
ると判定したとき、転送テーブル３０中のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）が“０”からな
るか否かを判定する。
【００９２】
　転送処理実行部１１１０は、この判定において、転送テーブル３０中のシーケンス番号
（ＳＥＱ＿Ａ）が“０”からなると判定したとき、該緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを未転
送と判断でき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきと判定する。
【００９３】
　一方、転送処理実行部１１１０は、転送テーブル３０中のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ
）が“０”ではないと判定したとき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのＣＴに含まれるシー
ケンス番号ＳＥＱ＿Ａと、転送テーブル３０中のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）とを比較
する。そして、転送処理実行部１１１０は、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ａが転送テーブル３
０中のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）よりも大きいとき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを
新たに受信したと判断でき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきと判定する。また
、転送処理実行部１１１０は、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ａが転送テーブル３０中のシーケ
ンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）以下であるとき、既に受信した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを再
度受信したと判断でき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきでないと判定する。つ
まり、転送処理実行部１１１０は、転送テーブル３０中のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）
が“０”ではないとき、通常のシーケンス番号の使用方法に基づいて、緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧを転送すべきか否かを判定する。
【００９４】
　そして、転送処理実行部１１１０は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきと判定
したとき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する無線装置の識別番号ＩＤ＿Ｔおよび生
存期間ＴＴＬを更新してＣＴを更新する。その後、転送処理実行部１１１０は、誤り検出
符号ＣＲＣ＿Ａを新たに算出し、その算出した誤り検出符号ＣＲＣ＿Ａに、更新したＣＴ
を付加してヘッダＨＥＤを再構築する。そうすると、転送処理実行部１１１０は、一時記
憶バッファ１１２０に格納された緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの本体部ＢＯＤＹ（ディジ
タル信号からなる）を取り出し、その取り出した本体部ＢＯＤＹと、再構築したヘッダＨ
ＥＤとを送信処理部１１１３へ出力する。そして、転送処理実行部１１１０は、受信処理
部１１１１から受けたＣＴに含まれるシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａを転送テーブル３０のシ
ーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）に格納して転送テーブル３０を更新する。その後、転送処理
実行部１１１０は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であることを示す通知を受
信処理部１１１１へ出力する。
【００９５】
　一方、転送処理実行部１１１０は、受信処理部１１１１から受けたＣＴに含まれる生存
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期間ＴＴＬが“０”であり、ＣＴに含まれるシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａが転送テーブル３
０中のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）よりも大きいとき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの
転送は不要であるが、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であると判定し、緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であることを示す通知を受信処理部１１１１へ出力す
る。
【００９６】
　また、転送処理実行部１１１０は、例えば、ＣＴに含まれるシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａ
が転送テーブル３０中のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）以下であるとき、緊急パケットＰ
ＫＴ＿ＥＭＧの転送および受信が不要であると判定し、一時記憶バッファ１１２０から緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの本体部ＢＯＤＹを読み出し、その読み出した本体部ＢＯＤＹ
と、受信処理部１１１１から受けたＣＴとを破棄する。この場合、転送処理実行部１１１
０は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であることを示す通知を受信処理部１１
１１へ出力しない。
【００９７】
　一時記憶バッファ１１２０は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの本体部ＢＯＤＹ（ディジ
タル信号からなる）を受信処理部１１１１から受け、その受けた本体部ＢＯＤＹの全体を
一時的に記憶する。その後、一時記憶バッファ１１２０は、その記憶した本体部ＢＯＤＹ
を読出要求に応じて受信処理部１１１１および／または転送処理実行部１１１０へ出力す
る。
【００９８】
　送信処理部１１１３は、周波数チャネルｆｔおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔの組と、周波
数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒの組とを受信処理部１１１１から受ける。そ
して、送信処理部１１１３は、ＭＡＣモジュール１１２からパケットＰＫＴ（定期パケッ
トＰＫＴ＿ＰＲＤまたは緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ）を受けると、その受けたパケット
ＰＫＴにプリアンブル（ＰＲ）およびユニークワード（ＵＷ）を付加し、そのプリアンブ
ル（ＰＲ）およびユニークワード（ＵＷ）を付加したパケットＰＫＴを拡散符号Ｃｏｄｅ
＿ｔによってスペクトル拡散するとともに、その拡散したパケットＰＫＴをディジタル信
号からアナログ信号に変換して周波数チャネルｆｔで送信する。
【００９９】
　また、送信処理部１１１３は、転送処理部１１１２の転送処理実行部１１１０からヘッ
ダＨＥＤおよび本体部ＢＯＤＹを受けると、その受けたヘッダＨＥＤをエンコードし、そ
のエンコード後のヘッダＨＥＤを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによってスペクトル拡散し、更に
、その拡散後のヘッダＨＥＤを本体部ＢＯＤＹに付加して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを
再構築する。そして、送信処理部１１１３は、その再構築した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇをディジタル信号からアナログ信号に変換して周波数チャネルｆｒで転送する。
【０１００】
　図９は、実施の形態１における緊急パケットの転送方法を説明するための概念図である
。
【０１０１】
　各無線装置１～８において、受信処理部１１１１は、パケットＰＫＴを受信し、パケッ
トＰＫＴのヘッダＨＥＤをデコードしてパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧで
あると判定した後、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤ以外の本体部ＢＯＤＹ（＝ＤＡＴＡ＿
Ｂ＋ＤＡＴＡ＿Ｃ）をタイミングｔ１で一時記憶バッファ１１２０へ格納し始め、タイミ
ングｔ２で本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への格納を完了する。
【０１０２】
　そして、転送処理部１１１２の転送処理実行部１１１０は、本体部ＢＯＤＹの一時記憶
バッファ１１２０への格納が完了したタイミングｔ２の後、ヘッダＨＥＤを再構築し、そ
の再構築したヘッダＨＥＤと、一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹ
とを送信処理部１１１３へ出力する。そうすると、送信処理部１１１３は、ヘッダＨＥＤ
をエンコードし、そのエンコード後のヘッダＨＥＤを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによってスペ
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クトル拡散する。そして、送信処理部１１１３は、その拡散後のヘッダＨＥＤを本体部Ｂ
ＯＤＹに付加して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを再構築し、その再構築した緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧをディジタル信号からアナログ信号に変換して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇの転送をタイミングｔ３において周波数チャネルｆｒで開始し、タイミングｔ４で緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送を完了する。
【０１０３】
　このように、実施の形態１においては、受信が開始された緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
の本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０に一時的に格納し、その後に緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧを転送することによって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了した
後に緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送することを実現している。
【０１０４】
　従って、実施の形態１においては、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了した後に
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送することを特徴とする。これによって、緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧを受信する期間と、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する期間とをずら
すことができ、転送信号が受信信号に干渉波として作用するのを抑制できる。
【０１０５】
　図１０は、交通状況を示す図である。また、図１１は、周辺車両情報テーブル２０の第
１の例を示す図である。更に、図１２は、転送テーブル３０の第１の例を示す図である。
更に、図１３は、周辺車両情報テーブル２０の第２の例を示す図である。更に、図１４は
、転送テーブル３０の第２の例を示す図である。
【０１０６】
　図１０に示すように、車両Ｃ１～Ｃ３，Ｃ６，Ｃ７は、道路ＲＤ１を交差点ＣＲへ向か
って走行しており、車両Ｃ４は、道路ＲＤ４を交差点ＣＲへ向かって走行しており、車両
Ｃ５は、道路ＲＤ２を交差点ＣＲから遠ざかる方向へ走行しており、車両Ｃ８は、道路Ｒ
Ｄ３を交差点ＣＲから遠ざかる方向へ走行している。
【０１０７】
　このような状況において、車両Ｃ１～Ｃ８にそれぞれ搭載された無線装置１～８は、上
述した方法によって定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤを定期的に発生するとともに、その発生
した定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤを送信する。
【０１０８】
　その結果、車両Ｃ２に搭載された無線装置２の処理手段１１３は、他の無線装置から受
信した定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤに含まれる他の無線装置１，３～８のアドレスおよび
ＧＰＳ信号と、自己のＧＰＳ信号とに基づいて、上述した方法によって、図１１に示す周
辺車両情報テーブル２０－１を作成する。
【０１０９】
　そして、無線装置２の処理手段１１３は、周辺車両情報テーブル２０－１から無線装置
ＩＤと相対方向との組［Ａｄｄ１／前方］，［Ａｄｄ３／後方］，［Ａｄｄ４／前方］，
［Ａｄｄ５／左前方］，［Ａｄｄ６／前方］，［Ａｄｄ７／前方］，［Ａｄｄ８／右前方
］を取り出し、その取り出した組［Ａｄｄ１／前方］，［Ａｄｄ３／後方］，［Ａｄｄ４
／前方］，［Ａｄｄ５／左前方］，［Ａｄｄ６／前方］，［Ａｄｄ７／前方］，［Ａｄｄ
８／右前方］を転送処理部１１１２の転送処理実行部１１１０へ出力する。
【０１１０】
　そうすると、無線装置２の転送処理実行部１１１０は、処理手段１１３から組［Ａｄｄ
１／前方］，［Ａｄｄ３／後方］，［Ａｄｄ４／前方］，［Ａｄｄ５／左前方］，［Ａｄ
ｄ６／前方］，［Ａｄｄ７／前方］，［Ａｄｄ８／右前方］を受け、その受けた組［Ａｄ
ｄ１／前方］，［Ａｄｄ３／後方］，［Ａｄｄ４／前方］，［Ａｄｄ５／左前方］，［Ａ
ｄｄ６／前方］，［Ａｄｄ７／前方］，［Ａｄｄ８／右前方］に基づいて、上述した方法
によって、図１２に示す転送テーブル３０－１を作成する。この場合、無線装置２の転送
処理実行部１１１０は、無線装置２が無線装置１，３～８からの緊急パケットＰＫＴ＿Ｅ
ＭＧを未だ転送していないので、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）に“０”を格納して転送
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テーブル３０－１を作成する。
【０１１１】
　同様にして、無線装置１の処理手段１１３は、図１３に示す周辺車両情報テーブル２０
－２を作成し、無線装置１の転送処理実行部１１１０は、図１４に示す転送テーブル３０
－２を作成する。
【０１１２】
　なお、図示していないが、無線装置３～８も、同様にして、周辺車両情報テーブル２０
および転送テーブル３０を作成する。
【０１１３】
　このように、緊急情報が発生していない状況においては、各無線装置１～８は、定期パ
ケットＰＫＴ＿ＰＲＤを定期的に送受信して周辺車両情報テーブル２０および転送テーブ
ル３０を作成し、その作成した周辺車両情報テーブル２０に基づいて、他の無線装置が搭
載された車両の位置、相対位置、進行方向および相対方向を検知し、その検知した車両の
位置、相対位置、進行方向および相対方向に基づいて、交差点ＣＲにおける出会い頭衝突
事故防止のための安全支援として、車両接近の情報をドライバーに伝える。
【０１１４】
　図１５は、他の交通状況を示す図である。また、図１６および図１７は、それぞれ、転
送テーブル３０の第３および第４の例を示す図である。
【０１１５】
　図１５に示すように、救急車が後方から車両Ｃ３に接近した場合、無線装置３の緊急パ
ケット発生手段１１５は、外部から緊急情報を受け、周辺車両情報テーブル２０を参照し
て、救急車が後方から車両Ｃ３へ接近していることを検知し、後方から救急車が接近して
いることを車両Ｃ３の前方に位置する車両に通知する必要があると判断する。そして、無
線装置３の緊急パケット発生手段１１５は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を他の車両に
搭載された無線装置へ送信するために、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであることを示すフ
ラグＦＬＧ＝ＯＮ、送信元の識別番号ＩＤ＿Ｓ＝Ａｄｄ３、中継無線装置の識別番号ＩＤ
＿Ｔ＝Ａｄｄ３、伝達方向＝前方、生存期間ＴＴＬ＝４、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ａ＝１
０および緊急情報（＝救急車の接近）を含む緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１＝［ＯＮ／Ａ
ｄｄ３／Ａｄｄ３／前方／４／１０／救急車の接近］を発生し、その発生した緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ３／前方／４／１０／救急車の接近］を
ＭＡＣモジュール１１２を介して送受信手段１１１へ出力する。この場合、緊急情報（＝
救急車の接近）は、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ｂと共にパケットＰＫＴのＬＳＤＵ（図３参
照）に格納される。
【０１１６】
　そして、無線装置３の送受信手段１１１は、プリアンブル（ＰＲ）およびユニークワー
ド（ＵＷ）を緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１に付加し、そのプリアンブル（ＰＲ）および
ユニークワード（ＵＷ）を付加した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ＿
ｔ（＝例えば、拡散符号Ｃｏｄｅ２）によってスペクトル拡散し、その拡散後の緊急パケ
ットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆｔ（例えば、周波数チャネルｆ１）で送信する
。
【０１１７】
　車両Ｃ２に搭載された無線装置２の送受信手段１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ３／前方／４／１０／救急車の接近］を無線装置３から周
波数チャネルｆ１～ｆ４の各々で受信する。
【０１１８】
　そして、無線装置２の受信処理部１１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の４個の
受信信号の各々をアナログ信号からディジタル信号に変換し、その変換したディジタル信
号からなる４個の受信信号に基づいて、上述した方法によって、周波数チャネルｆｒ（＝
無線装置３における周波数チャネルｆｔ＝ｆ１）および拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ（＝無線装
置３における拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｔ＝Ｃｏｄｅ２）を検出し、その検出した周波数チャネ
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ルｆｒ＝ｆ１および拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ＝Ｃｏｄｅ２を送信処理部１１１３へ出力する
。
【０１１９】
　その後、無線装置２の受信処理部１１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１のヘッダ
ＨＥＤ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ３／前方／４／１０］を拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ＝Ｃ
ｏｄｅ２によって逆拡散し、その逆拡散後のヘッダＨＥＤ１をデコードする。そして、無
線装置２の受信処理部１１１１は、デコードしたヘッダＨＥＤ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａ
ｄｄ３／前方／４／１０］のフラグＦＬＧ＝ＯＮを参照して、受信したパケットＰＫＴが
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１であることを検知する。その後、無線装置２の受信処理部
１１１１は、ヘッダＨＥＤ１のＣＴ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ３／前方／４／１０］
を転送処理部１１１２の転送処理実行部１１１０へ出力し、本体部ＢＯＤＹ＝［救急車の
接近］を転送処理部１１１２の一時記憶バッファ１１２０へ格納する。
【０１２０】
　そうすると、無線装置２の転送処理実行部１１１０は、受信処理部１１１１から受けた
ＣＴ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ３／前方／４／１０］の送信元ＩＤ＿Ｓ＝Ａｄｄ３お
よび伝達方向＝前方を参照して、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１が無線装置３において発
生されたものであること、および緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を無線装置３よりも前方
へ中継すべきことを検知する。
【０１２１】
　そして、無線装置２の転送処理実行部１１１０は、転送テーブル３０－１（図１２参照
）に登録されている相対方向（＝後方）から、無線装置３から見た無線装置２の相対方向
が前方となることと、ＣＴ１の伝達方向＝前方とが一致することを検知する。
【０１２２】
　その後、無線装置２の転送処理実行部１１１０は、送信元ＩＤ＿Ｓ＝Ａｄｄ３に対応す
るシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）が“０”であることと、生存期間ＴＴＬ＝４が“０”よ
りも大きいことを検出し、無線装置３からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送すべき
であると判定する。
【０１２３】
　そうすると、無線装置２の転送処理実行部１１１０は、ＣＴ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａ
ｄｄ３／前方／４／１０］に格納された中継無線装置の識別番号を無線装置３から無線装
置２（＝ＩＤ＿Ｔ＝Ａｄｄ２）に代え、生存期間ＴＴＬ＝４を“１”だけ減少させてＣＴ
１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ３／前方／４／１０］をＣＴ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄ
ｄ２／前方／３／１０］に更新する。
【０１２４】
　その後、無線装置２の転送処理実行部１１１０は、誤り検出符号ＣＲＣ＿Ａを新たに算
出し、その算出した誤り検出符号ＣＲＣ＿ＡをＣＴ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ２／前
方／３／１０］に付加してヘッダＨＥＤ１を再構築する。そして、無線装置２の転送処理
実行部１１１０は、一時記憶バッファ１１２０から本体部ＢＯＤＹを読み出し、その読み
出した本体部ＢＯＤＹと、再構築したヘッダＨＥＤ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ２／前
方／３／１０］とを送信処理部１１１３へ出力する。また、無線装置２の転送処理実行部
１１１０は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の受信が必要であることを示す通知を受信処
理部１１１１へ出力するとともに、ヘッダＨＥＤ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ２／前方
／３／１０］に含まれるシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａ＝１０を転送テーブル３０－１（図１
２参照）の無線装置ＩＤ＝Ａｄｄ３に対応するシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）に格納し、
転送テーブル３０－１を転送テーブル３０－３（図１６参照）に更新する。
【０１２５】
　そして、無線装置２の送信処理部１１１３は、ヘッダＨＥＤ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａ
ｄｄ２／前方／３／１０］と、本体部ＢＯＤＹとを転送処理実行部１１１０から受けると
、その受けたヘッダＨＥＤ１＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ２／前方／３／１０］をエンコ
ードし、そのエンコード後のヘッダＨＥＤ１を拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ＝Ｃｏｄｅ２によっ
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てスペクトル拡散する。その後、無線装置２の送信処理部１１１３は、その拡散後のヘッ
ダＨＥＤ１を本体部ＢＯＤＹに付加して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ２＝［ＯＮ／Ａｄｄ
３／Ａｄｄ２／前方／３／１０／救急車の接近］を再構築し、その再構築した緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧ２をディジタル信号からアナログ信号に変換して周波数チャネルｆｒ（
＝周波数チャネルｆ１）で転送する。
【０１２６】
　一方、無線装置２の受信処理部１１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要
であることを示す通知を転送処理実行部１１１０から受けると、本体部ＢＯＤＹを一時記
憶バッファ１１２０から読み出し、その読み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄｅ＿
ｒによって逆拡散し、更に、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコードする。そして、受
信処理部１１１１は、そのデコードした緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１をＭＡＣモジュー
ル１１２を介して処理手段１１３へ出力する。これによって、無線装置２は、緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。
【０１２７】
　このように、無線装置２は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理するとともに、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の受信が完了した後に、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ２として転送する。
【０１２８】
　無線装置１は、無線装置２からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ２の受信を開始し、無線
装置２と同じ方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ２を受理するとともに、緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧ２の受信が完了すると、周波数チャネルｆ１および拡散符号Ｃｏｄ
ｅ２を用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ２を緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ３として無線
装置６へ転送する。この場合、無線装置１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ２のヘッダ＝
［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ２／前方／３／１０］をヘッダ＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ１
／前方／２／１０］に更新する。
【０１２９】
　そして、無線装置１の転送処理実行部１１１０は、転送テーブル３０－２（図１４参照
）の無線装置ＩＤ＝Ａｄｄ３に対応するシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）に緊急パケットＰ
ＫＴ＿ＥＭＧ２のシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａ＝１０を格納し、転送テーブル３０－２を転
送テーブル３０－４（図１７参照）に更新する。
【０１３０】
　また、無線装置６は、無線装置１からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ３の受信を開始し
、無線装置２と同じ方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ３を受理するとともに、
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ３の受信が完了すると、周波数チャネルｆ１および拡散符号
Ｃｏｄｅ２を用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ３を緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４とし
て無線装置７へ転送する。そして、無線装置６は、転送テーブル３０を更新する。この場
合、無線装置６は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ３のヘッダ＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ
１／前方／２／１０］をヘッダ＝［ＯＮ／Ａｄｄ３／Ａｄｄ６／前方／１／１０］に更新
する。
【０１３１】
　そして、無線装置７は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４を無線装置６から受信する。こ
の場合、無線装置７は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４を受理し、緊急パケットＰＫＴ＿
ＥＭＧ４を転送しない。無線装置７が緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４を受信することによ
って、緊急パケットの生存期間ＴＴＬが“０”になるからである。
【０１３２】
　より詳細には、無線装置７の転送処理実行部１１１０は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
４の転送は不要であるが、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４の受信が必要であると判定する
と、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４の受信が必要であることを示す通知を受信処理部１１
１１へ出力する。
【０１３３】
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　そして、無線装置７の受信処理部１１１１は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４の受信が
必要であることを示す通知を転送処理実行部１１１０から受け、本体部ＢＯＤＹを一時記
憶バッファ１１２０から読み出す。その後、無線装置７の受信処理部１１１１は、その読
み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後の本体
部ＢＯＤＹをデコードする。そして、無線装置７の受信処理部１１１１は、そのデコード
した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ４をＭＡＣモジュール１１２を介して処理手段１１３へ
出力する。
【０１３４】
　図１８は、実施の形態１における緊急パケットの転送を示す概念図である。車両Ｃ３に
搭載された無線装置３は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを周波数チャネルｆ１および拡散
符号Ｃｏｄｅ２を用いて送信し、車両Ｃ２に搭載された無線装置２は、周波数チャネルｆ
１および拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いて無線装置３からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受
信を開始する（図１８の（ａ）参照）。
【０１３５】
　そして、車両Ｃ２に搭載された無線装置２は、無線装置３からの緊急パケットＰＫＴ＿
ＥＭＧの受信が完了すると、上述した方法によって緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを周波数
チャネルｆ１および拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いて転送する。また、車両Ｃ１に搭載された
無線装置１は、周波数チャネルｆ１および拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いて無線装置２からの
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信を開始する（図１８の（ｂ）参照）。
【０１３６】
　そして、無線装置１は、無線装置２からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了す
ると、上述した方法によって緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを周波数チャネルｆ１および拡
散符号Ｃｏｄｅ２を用いて転送する（図１８の（ｃ）参照）。
【０１３７】
　車両Ｃ６に搭載された無線装置６も、上述した方法によって、周波数チャネルｆ１およ
び拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信を開始し、緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了すると、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを周波数チャネルｆ
１および拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いて転送する（図１８の（ｃ）参照）。
【０１３８】
　車両Ｃ７に搭載された無線装置７は、無線装置６からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの
受信を周波数チャネルｆ１および拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いて開始し、緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧのヘッダＨＥＤに含まれる生存期間ＴＴＬが“０”であるので、緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧを転送せず、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信処理のみを行なう（図１
８の（ｄ）参照）。
【０１３９】
　上述したように、各無線装置２，１，６は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了
した後に、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。その結果、転送された緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧからなる転送信号が受信信号に干渉波として作用することがない。
【０１４０】
　従って、転送信号と受信信号との干渉を抑制してパケットを転送できる。
【０１４１】
　上記においては、救急車が後方から接近した場合の緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの伝搬
について説明したが、例えば、図１５において、右折しようとした車両Ｃ７が交差点ＣＲ
内で車両Ｃ４と衝突事故を起こした場合、車両Ｃ６に搭載された無線装置６は、交通事故
からなる緊急情報を含む緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを発生し、その発生した緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧを、上述した方法によって、無線装置１、無線装置２および無線装置３
へ順次伝達する。
【０１４２】
　そして、無線装置１～３は、無線装置６からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを干渉を抑
制して受信し、交差点ＣＲ内で交通事故が起こっていることを検知し、緊急情報＝交通事
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故を車両Ｃ１～Ｃ３のドライバーに視聴覚情報として与える。従って、更なる事故を防止
するための安全支援を行なうことができる。
【０１４３】
　図１９は、転送テーブル３０の第５の例を示す図である。無線装置６の転送処理実行部
１１１０は、転送テーブル３０－５を保持している。従って、無線装置６の転送処理実行
部１１１０は、既に、無線装置２，３，４，７が発生した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを
受信して転送している。
【０１４４】
　このような状況において、無線装置６の転送処理実行部１１１０は、無線装置２が発生
した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを新たに受信した場合、転送テーブル３０－５を参照し
て、無線装置ＩＤ＝Ａｄｄ２に対応するシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）＝２０と、無線装
置２から送信された緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのヘッダＨＥＤ（＝ＣＴ）に含まれるシ
ーケンス番号ＳＥＱ＿Ａとを比較し、シーケンス番号ＳＥＱ＿Ａがシーケンス番号（ＳＥ
Ｑ＿Ａ）＝２０よりも大きければ、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送し、シーケンス番
号ＳＥＱ＿Ａがシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）＝２０以下であれば、緊急パケットＰＫＴ
＿ＥＭＧを転送しない。無線装置６の転送処理実行部１１１０は、無線装置３，４，７か
ら緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを新たに受信した場合も、同様に処理する。
【０１４５】
　この実施の形態においては、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａ
は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの発生元のみによって付与され、転送テーブル３０のシ
ーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）には、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧが転送された場合、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧに含まれるシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａを格納する構成を採用して
いるので、“０”以外の値が転送テーブル３０のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）に格納さ
れている場合、転送テーブル３０のシーケンス番号（ＳＥＱ＿Ａ）と緊急パケットＰＫＴ
＿ＥＭＧに含まれるシーケンス番号ＳＥＱ＿Ａとの大小関係によって緊急パケットＰＫＴ
＿ＥＭＧが転送されたり、転送されなかったりする。
【０１４６】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの重複転送を回避できる。
【０１４７】
　図２０は、実施の形態１における緊急パケットの転送動作を説明するためのフローチャ
ートである。一連の動作が開始されると、各無線装置１～８は、パケットＰＫＴの受信を
周波数チャネルｆｒで開始する（ステップＳ１）。
【０１４８】
　そして、各無線装置１～８は、パケットＰＫＴをアナログ信号からデジタル信号に変換
し、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散する（ス
テップＳ２）。その後、各無線装置１～８は、ヘッダＨＥＤをデコードする（ステップＳ
３）。
【０１４９】
　そして、各無線装置１～８は、そのデコードしたヘッダＨＥＤに基づいて、上述した方
法によってパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであるか否かを判定する（ステ
ップＳ４）。
【０１５０】
　ステップＳ４において、パケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであると判定さ
れたとき、各無線装置１～８は、パケットＰＫＴの本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１
１２０に格納し（ステップＳ５）、デコードしたヘッダＨＥＤのＣＴおよび転送テーブル
３０に基づいて、上述した方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきか否
かを判定する（ステップＳ６）。
【０１５１】
　そして、ステップＳ６において、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送すべきと判定され
たとき、各無線装置１～８は、上述した方法によってヘッダＨＥＤを再構築し（ステップ



(20) JP 5396596 B2 2014.1.22

10

20

30

40

50

Ｓ７）、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０から取り出す（ステップＳ８）。そ
の後、各無線装置１～８は、再構築したヘッダＨＥＤをエンコードし（ステップＳ９）、
そのエンコード後のヘッダＨＥＤを緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いた拡散符号
と同じ拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒによってスペクトル拡散する（ステップＳ１０）。
【０１５２】
　そうすると、各無線装置１～８は、本体部ＢＯＤＹにヘッダＨＥＤを付加して緊急パケ
ットＰＫＴ＿ＥＭＧを再構築し、その再構築した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧをディジタ
ル信号からアナログ信号に変換して受信周波数チャネルと同じ周波数チャネルｆｒで転送
する（ステップＳ１１）。
【０１５３】
　その後、一連の動作は、ステップＳ１３へ移行する。
【０１５４】
　一方、ステップＳ６において、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送しないと判定された
とき、各無線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信するか否かを更に判定す
る（ステップＳ１２）。
【０１５５】
　ステップＳ１２において、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信すると判定されたとき、
またはステップＳ１１の後、各無線装置１～８の受信処理部１１１１は、緊急パケットＰ
ＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であることを示す通知を転送処理実行部１１１０から受け、そ
の受けた通知に応じて、一時記憶バッファ１１２０から本体部ＢＯＤＹを取り出す。そし
て、各無線装置１～８の受信処理部１１１１は、その取り出した本体部ＢＯＤＹを拡散符
号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散し（ステップＳ１３）、その拡散後の本体部ＢＯＤＹをデ
コードする（ステップＳ１４）。そうすると、各無線装置１～８の受信処理部１１１１は
、デコードした緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧをＭＡＣモジュール１１２を介して処理手段
１１３へ出力し、処理手段１１３は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受ける。これによっ
て、各無線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信する（ステップＳ１５）。
【０１５６】
　一方、ステップＳ１２において、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しないと判定され
たとき、各無線装置１～８の転送処理実行部１１１０は、受信処理部１１１１から受けた
ＣＴを破棄するとともに、一時記録バッファ１１２０から本体部ＢＯＤＹを取り出し、そ
の取り出した本体部ＢＯＤＹを破棄する（ステップＳ１６）。
【０１５７】
　そして、ステップＳ４において、パケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧでない
と判定されたときは、パケットＰＫＴは定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤであると判断し、定
期パケット受信処理（図示せず）を行なった後、一連の動作は、終了する。また、ステッ
プＳ１５、またはステップＳ１６の後、一連の動作は、終了する。
【０１５８】
　上述したように、各無線装置１～８は、受信したパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ
＿ＥＭＧである場合、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの本体部ＢＯＤＹの全体を一時記憶バ
ッファ１１２０に格納した後に、上述した方法によって、ヘッダＨＥＤを更新して緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧを再構築し、その再構築した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送す
る。その結果、転送信号が受信信号に干渉波として作用することはない。
【０１５９】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いた周波数チャネルおよび拡散符号と
同一の周波数チャネルおよび同一の拡散符号を用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送
しても、転送信号と受信信号との干渉を抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送でき
る。
【０１６０】
　なお、上記においては、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
を逆拡散およびデコードすると説明したが、この発明の実施の形態１においては、これに
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限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴの全体を逆拡散し、ヘ
ッダＨＥＤのみをデコードしてもよい。
【０１６１】
　また、上記においては、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
をエンコードおよびスペクトル拡散すると説明したが、この発明の実施の形態１において
は、これに限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダの
みをエンコードし、パケットＰＫＴの全体をスペクトル拡散してもよい。
【０１６２】
　［実施の形態２］
　図２１は、図１に示す無線装置１～８の実施の形態２における構成を示す概略図である
。実施の形態２においては、図１に示す無線装置１～８は、図２１に示す無線装置１Ａか
らなる。
【０１６３】
　無線装置１Ａは、図４に示す無線装置１の通信制御部１１を通信制御部１１Ａに代えた
ものであり、その他は、通信制御部１１と同じである。
【０１６４】
　通信制御部１１Ａは、図４に示す通信制御部１１の送受信手段１１１を送受信手段１１
１Ａに代え、処理手段１１３を処理手段１１３Ａに代えたものであり、その他は、通信制
御部１１と同じである。
【０１６５】
　送受信手段１１１Ａは、送受信手段１１１と同じ方法によって、受信したパケットＰＫ
Ｔが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであると判定すると、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受
信しながら、ヘッダＨＥＤを再構築して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信周波数チャネ
ルと異なる送信周波数チャネルを用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。
【０１６６】
　また、送受信手段１１１Ａは、送受信手段１１１と同じ方法によって、受信周波数チャ
ネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを選択し、その選択した受信周波数チャネルｆｒを
ＭＡＣモジュール１１２を介して処理手段１１３Ａへ出力する。送受信手段１１１Ａは、
その他、送受信手段１１１と同じ機能を果たす。
【０１６７】
　処理手段１１３Ａは、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信周波数チャネルｆｒを送受信
手段１１１Ａから受け、その受けた受信周波数チャネルｆｒを格納して周辺車両情報テー
ブル２０（図６参照）に周波数チャネルの項目を追加した周辺車両情報テーブルを作成ま
たは更新し、その作成または更新した周辺車両情報テーブルを保持する。処理手段１１３
Ａは、その他、処理手段１１３と同じ機能を果たす。
【０１６８】
　図２２は、図２１に示す送受信手段１１１Ａの構成を示す概略ブロック図である。
【０１６９】
　送受信手段１１１Ａは、受信処理部１１１１Ａと、転送処理部１１１２Ａと、送信処理
部１１１３Ａとを含む。転送処理手段１１１２Ａは、転送処理実行部１１１０Ａと、一時
記憶バッファ１１２０とを含む。
【０１７０】
　受信処理部１１１１Ａは、受信処理部１１１１と同じ方法によって、周波数チャネルｆ
ｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを選択すると、その選択した周波数チャネルｆｒをＭＡＣ
モジュール１１２を介して処理手段１１３Ａへ出力し、その選択した周波数チャネルｆｒ
および拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを送信処理部１１１３Ａへ出力する。また、受信処理部１１
１１Ａは、受信処理部１１１１と同じ方法によって、受信を開始したパケットＰＫＴが緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧであると判定すると、デコードしたヘッダＨＥＤのＣＴを転送
処理実行部１１１０Ａへ出力し、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの本体部ＢＯＤＹを一時記
憶バッファ１１２０に記憶させながら一時記憶バッファ１１２０から本体部ＢＯＤＹを読
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み出す。更に、受信処理部１１１１Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であ
るとき、一時記憶バッファ１１２０から順次読み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄ
ｅ＿ｒによって逆拡散し、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコードする。そして、受信
処理部１１１１Ａは、そのデコードした緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧをＭＡＣモジュール
１１２へ出力する。更に、受信処理部１１１１Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信
が必要でないとき、一時記憶バッファ１１２０から順次読み出した本体部ＢＯＤＹを破棄
する。その他、受信処理部１１１１Ａは、受信処理部１１１１と同じ機能を果たす。
【０１７１】
　転送処理部１１１２Ａの転送処理実行部１１１０Ａは、転送処理実行部１１１０と同じ
方法によって、ヘッダＨＥＤを再構築すると、受信処理部１１１１Ａが一時記憶バッファ
１１２０に本体部ＢＯＤＹを記憶している状態で一時記憶バッファ１１２０から本体部Ｂ
ＯＤＹを随時読み出し、その再構築したヘッダＨＥＤと、一時記憶バッファ１１２０から
随時読み出した本体部ＢＯＤＹとを送信処理部１１１３Ａへ出力する。このように、転送
処理実行部１１１０Ａは、ヘッダＨＥＤを再構築すると、その構築したヘッダＨＥＤと、
受信処理部１１１１Ａが一時記憶バッファ１１２０に本体部ＢＯＤＹを記憶している状態
で一時記憶バッファ１１２０から随時読み出した本体部ＢＯＤＹとを送信処理部１１１３
Ａへ出力する。
【０１７２】
　更に、転送処理実行部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送および受信が
必要でないとき、受信処理部１１１１Ａから受けたＣＴと、一時記憶バッファ１１２０か
ら随時読み出した本体部ＢＯＤＹとを破棄する。
【０１７３】
　更に、転送処理実行部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要でない
とき、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要でないことを示す通知を受信処理部１１
１１Ａへ出力する。その他、転送処理実行部１１１０Ａは、転送処理実行部１１１０と同
じ機能を果たす。なお、転送処理実行部１１１０Ａは、処理手段１１３Ａから受けた無線
装置ＩＤおよび相対方向に基づいて転送テーブル３０を作成または更新し、その作成また
は更新した転送テーブル３０を保持する。
【０１７４】
　送信処理部１１１３Ａは、ヘッダＨＥＤを転送処理実行部１１１０Ａから受けると、そ
の受けたヘッダＨＥＤをエンコードし、そのエンコード後のヘッダＨＥＤを拡散符号Ｃｏ
ｄｅ＿ｒによってスペクトル拡散する。そして、送信処理部１１１３Ａは、受信処理部１
１１１Ａが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが読み出
した本体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤを付加して緊急パケットＰＫＴ＿
ＥＭＧの再構築を開始する。そして、送信処理部１１１３Ａは、再構築を開始した緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧをディジタル信号からアナログ信号に随時変換し、その変換した緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄで転送
する。つまり、送信処理部１１１３Ａは、ヘッダＨＥＤを本体部ＢＯＤＹの先頭部分に付
加すると、ヘッダＨＥＤおよび本体部ＢＯＤＹの先頭部分をディジタル信号からアナログ
信号に変換して周波数チャネルｆｄで転送を開始するとともに、受信処理部１１１１Ａが
一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが読み出した本体部
ＢＯＤＹの残りの部分をディジタル信号からアナログ信号に変換して周波数チャネルｆｄ
で転送する。その他、送信処理部１１１３Ａは、送信処理部１１１３と同じ機能を果たす
。
【０１７５】
　このように、送信処理部１１１３Ａは、受信処理部１１１１Ａが緊急パケットＰＫＴ＿
ＥＭＧの本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１
１０Ａが一時記憶バッファ１１２０から読み出した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送す
る。
【０１７６】
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　図２３は、実施の形態２における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。実施の
形態２における周辺車両情報テーブル２０Ａは、図６に示す周辺車両情報テーブル２０に
周波数チャネルを追加したものであり、その他は、周辺車両情報テーブル２０と同じであ
る。
【０１７７】
　周波数チャネルは、無線装置ＩＤ、時刻、位置情報、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ｂ）、
相対位置および相対方向に対応付けられる。そして、周波数チャネルは、定期パケットＰ
ＫＴ＿ＰＲＤの送信元が定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信に用いた周波数チャネル（周
波数チャネルｆ１～ｆ４のいずれか）、即ち、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信周波数
チャネルｆｒからなる。
【０１７８】
　送受信手段１１１Ａは、他の無線装置から受信を開始した定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
に基づいて、上述した方法によって、６０個の評価値＜ξＣｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣ

ｏｄｅ１５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）を演算し、その演算した６０個の評価値＜ξＣ

ｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣｏｄｅ１５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）のうち、最も大き
い評価値が得られる周波数チャネルおよび拡散符号をそれぞれ周波数チャネルｆｒおよび
拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒとして選択する。
【０１７９】
　従って、処理手段１１３Ａは、送受信手段１１１Ａが選択した周波数チャネルｆｒを定
期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信周波数チャネルとして送受信手段１１１Ａから受ける。
そして、処理手段１１３Ａは、上述した無線装置ＩＤ、時刻、位置情報、シーケンス番号
（ＳＥＱ＿Ｂ）、相対位置および相対方向と、送受信手段１１１Ａから受けた周波数チャ
ネルｆｒとを対応付けて格納することにより周辺車両情報テーブル２０Ａを作成または更
新し、その作成または更新した周辺車両情報テーブル２０Ａを保持する。
【０１８０】
　処理手段１１３Ａは、周辺車両情報テーブル２０Ａを作成または更新すると、無線装置
ＩＤおよび相対方向を取り出し、その取り出した無線装置ＩＤおよび相対方向を定期的に
転送処理部１１１２Ａの転送処理実行部１１１０Ａへ出力する。
【０１８１】
　図２４は、実施の形態２における緊急パケットの転送方法を説明するための概念図であ
る。
【０１８２】
　各無線装置１～８において、受信処理部１１１１Ａは、パケットＰＫＴの受信を開始し
、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤをデコードしてパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿
ＥＭＧであると判定した後、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤ以外の本体部ＢＯＤＹ（＝Ｄ
ＡＴＡ＿Ｂ＋ＤＡＴＡ＿Ｃ）をタイミングｔ５で一時記憶バッファ１１２０へ格納し始め
る。
【０１８３】
　そして、送信処理部１１１３Ａは、転送要否の判断、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのヘ
ッダＨＥＤの再構築および緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの再構築を完了したタイミングｔ
６において、再構築した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送を緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇの受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄで開始し、タイミングｔ７で緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送を完了する。この場合、本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッ
ファ１１２０への格納が完了するタイミングｔ８は、送信処理部１１１３Ａが緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧを転送し始めるタイミングｔ６よりも後のタイミングである。
【０１８４】
　このように、実施の形態２においては、受信が開始された緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
の本体部ＢＯＤＹを受信処理部１１１１Ａが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転
送処理実行部１１１０Ａが一時記憶バッファ１１２０から読み出して、緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧの受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄで緊急パケットＰＫＴ
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＿ＥＭＧを転送する。
【０１８５】
　これによって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送周波数チャネルを緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧの受信周波数チャネル（＝周波数チャネルｆｒ）と異なる周波数チャネルｆｄ
に設定でき、転送信号が受信信号に干渉波として作用するのを抑制できる。
【０１８６】
　実施の形態２における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作について説明する。図２
５は、実施の形態２における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作を説明するための図
である。図２６は、実施の形態２における周辺車両情報テーブル２０Ａの具体例を示す図
である。
【０１８７】
　以下においては、図１５に示す無線装置１～３，６における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇの転送動作について説明する。この場合、無線装置３，２，１，６におけるパケットＰ
ＫＴの送信周波数チャネルをそれぞれ周波数チャネルｆ１，ｆ２，ｆ３，ｆ１とし、無線
装置３，２，１，６におけるパケットＰＫＴの送信に用いる拡散符号は、全て同じ拡散符
号Ｃｏｄｅ２とする。また、無線装置２は、無線装置１，３，６から送信されたパケット
ＰＫＴを直接受信でき、無線装置１は、無線装置２，３，６から送信されたパケットＰＫ
Ｔを直接受信でき、無線装置６は、無線装置１，２，７から送信されたパケットＰＫＴを
直接受信できるものとする。その結果、無線装置２の処理手段１１３Ａは、周辺車両情報
テーブル２０Ａ－１（図２６参照）を保持しており、無線装置２の転送処理実行部１１１
０Ａは、転送テーブル３０－１（図１２参照）を保持している。なお、無線装置２は、無
線装置４，５，７，８からパケットＰＫＴを直接受信できないので、周辺車両情報テーブ
ル２０Ａ－１において、無線装置ＩＤ＝Ａｄｄ４，Ａｄｄ５，Ａｄｄ７，Ａｄｄ８に対応
する周波数チャネルは、“ｕｎｋｎｏｗｎ”としている。
【０１８８】
　無線装置３は、上述した方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を発生し、その
発生した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ２および周波数チャネルｆ１
を用いて送信する。
【０１８９】
　そして、無線装置２の受信処理部１１１１Ａは、無線装置３からパケットＰＫＴ（＝緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１）の受信を開始し、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみをデ
コードして、受信を開始したパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１であると判
定する。
【０１９０】
　その後、無線装置２の受信処理部１１１１Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１のヘッ
ダＨＥＤ１のＣＴ１を転送処理部１１１２Ａの転送処理実行部１１１０Ａへ出力し、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の本体部ＢＯＤＹ（ディジタル信号からなる）を一時記憶バッ
ファ１１２０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から本体部ＢＯＤＹを読み出す。
【０１９１】
　そうすると、無線装置２の転送処理実行部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
１のＣＴ１および転送テーブル３０－１を参照して、上述した方法によって、緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送すべきか否かを判定する。そして、無線装置２の転送処理実行
部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送すべきと判定すると、受信処理部
１１１１Ａが本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への記憶を行なっている状態で
本体部ＢＯＤＹの読出を開始するとともに、上述した方法によって、ヘッダＨＥＤを再構
築し、その再構築したヘッダＨＥＤと、一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部
ＢＯＤＹの先頭部分とを送信処理部１１１３Ａへ出力する。そして、無線装置２の送信処
理部１１１３Ａは、転送処理実行部１１１０Ａから受けたヘッダＨＥＤをエンコードし、
そのエンコード後のヘッダＨＥＤを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ＝Ｃｏｄｅ２によってスペクト
ル拡散する。
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【０１９２】
　そうすると、無線装置２の送信処理部１１１３Ａは、受信処理部１１１１Ａが一時記憶
バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが一時記憶バッファ１１２０
から読み出した本体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤを付加し、ヘッダＨＥ
Ｄおよび本体部ＢＯＤＹの先頭部分をディジタル信号からアナログ信号に変換して周波数
チャネルｆ２で転送を開始する。そして、無線装置２の送信処理部１１１３Ａは、受信処
理部１１１１Ａが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが
一時記憶バッファ１１２０から随時読み出した本体部ＢＯＤＹの残りの部分をディジタル
信号からアナログ信号に随時変換して周波数チャネルｆ２で転送する。
【０１９３】
　このように、無線装置２は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を無線装置３から周波数チ
ャネルｆ１で受信しながら、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆ２で転送
する。
【０１９４】
　また、無線装置２の受信処理部１１１１Ａは、一時記憶バッファ１１２０に記憶しなが
ら一時記憶バッファ１１２０から随時読み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ
＝Ｃｏｄｅ２によって逆拡散し、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコードする。そして
、無線装置２の受信処理部１１１１Ａは、そのデコードした緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
１をＭＡＣモジュール１１２を介して処理手段１１３Ａへ出力する。これによって、無線
装置２は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。
【０１９５】
　その後、無線装置１は、同様にして、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を無線装置２から
周波数チャネルｆ２で受信しながら、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆ
３で転送するとともに、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。更に、無線装置６は
、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を無線装置１から周波数チャネルｆ３で受信しながら、
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆ１で転送するとともに、緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。更に、無線装置７は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を無
線装置６から周波数チャネルｆ１で受信する。この場合、無線装置７は、緊急パケットＰ
ＫＴ＿ＥＭＧ１の生存期間ＴＴＬが“０”であるので、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の
受信処理のみを行ない、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送しない（図２５参照）。
【０１９６】
　その結果、無線装置２，１，６において、転送信号が受信信号に干渉波として作用する
ことがない。また、無線装置６は、無線装置３と同じ周波数チャネルｆ１を用いて緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送するが、無線装置６が緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送す
る時には、無線装置２における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了しているので、
無線装置６における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送信号が無線装置２における緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信信号に干渉波として作用することはない。
【０１９７】
　なお、無線装置１は、無線装置３からパケットＰＫＴを直接受信できないとき、無線装
置３におけるパケットＰＫＴの送信周波数チャネルを検知できない。この場合、無線装置
１は、無線装置２におけるパケットＰＫＴの送信周波数チャネルｆ２と異なる周波数チャ
ネルとして周波数チャネルｆ１を選択する場合もあるが、無線装置１が緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧを転送するタイミングでは、無線装置２は、無線装置３からの緊急パケットＰ
ＫＴ＿ＥＭＧの受信を完了している。従って、無線装置１における緊急パケットＰＫＴ＿
ＥＭＧの転送信号が無線装置２における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信信号に干渉波
として作用することはない。無線装置６が無線装置２におけるパケットＰＫＴの送信周波
数チャネルｆ２を検知できない場合も、同様である。
【０１９８】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号と受信信号
との干渉を抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送できる。
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【０１９９】
　図２７は、実施の形態２における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０２００】
　図２７に示すフローチャートは、図２０に示すフローチャートのステップＳ５，Ｓ８，
Ｓ１１をそれぞれステップＳ５Ａ，Ｓ８Ａ，Ｓ１１Ａに代えたものであり、その他は、図
２０に示すフローチャートと同じである。
【０２０１】
　一連の動作が開始されると、各無線装置１～８（＝１Ａ）は、上述したステップＳ１～
Ｓ４を順次実行する。そして、ステップＳ４において、受信したパケットＰＫＴが緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧであると判定されると、各無線装置１～８（＝１Ａ）の受信処理部
１１１１Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧのヘッダＨＥＤのＣＴを転送処理実行部１１
１０Ａへ出力し、ヘッダＨＥＤ以外の本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０へ格納
し始める（ステップＳ５Ａ）。
【０２０２】
　そして、上述したステップＳ６，Ｓ７が順次実行された後、各無線装置１～８（＝１Ａ
）の転送処理実行部１１１０Ａは、受信処理部１１１１Ａが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
の本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０に記憶している状態で一時記憶バッファ１
１２０からの本体部ＢＯＤＹの読出を開始する（ステップＳ８Ａ）。その後、上述したス
テップＳ９，Ｓ１０が順次実行される。
【０２０３】
　そして、ステップＳ１０の後、各無線装置１～８の送信処理部１１１３Ａは、受信処理
部１１１１Ａが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが読
み出した本体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤを付加して緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧを受信しながら受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄで転送す
る（ステップＳ１１Ａ）。
【０２０４】
　その後、上述したステップＳ１２～ステップＳ１６が実行される。この場合、ステップ
Ｓ１３において、各無線装置１～８の受信処理部１１１１Ａは、一時記憶バッファ１１２
０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から随時読み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符
号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散する。また、ステップＳ１６において、各無線装置１～８
の転送処理実行部１１１０Ａは、受信処理部１１１１Ａから受けたＣＴと、一時記憶バッ
ファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹとを破棄し、受信処理部１１１１Ａは、転送
処理実行部１１１０Ａからの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要でないことを示す
通知に応じて、ヘッダＨＥＤと、一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤ
Ｙとを破棄する。
【０２０５】
　このように、各無線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信周波数チャネル
ｆｒで受信しながら受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄで緊急パケット
ＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。
【０２０６】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号と受信信号
との干渉を抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送できる。
【０２０７】
　また、一時記憶バッファ１１２０への一時記憶の完了を待つことなく緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧを転送する。即ち、一定のカットスルー転送処理時間、つまり、ハードウェア
処理時間で緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送を開始できる。
【０２０８】
　なお、上述した実施の形態１と実施の形態２とを組み合わせてもよい。この場合、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送概念は、図９に示す転送概念と同じになる。従って、各無
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線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了した後に、緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧの受信に用いた周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄを用いて緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。また、各無線装置１～８の転送処理実行部１１１０
Ａは、本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への格納が完了した後に、本体部ＢＯ
ＤＹを一時記憶バッファ１１２０から取り出して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する
。更に、各無線装置１～８は、図２０に示すフローチャートにおいて、ステップＳ１１の
「受信周波数チャネルと同じ周波数チャネルｆｒ」を「受信周波数チャネルｆｒと異なる
周波数チャネルｆｄ」に代えたフローチャートに従って緊急パケットＰＫＴを転送する。
【０２０９】
　これによって、転送信号と受信信号との干渉を更に抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇを転送できる。
【０２１０】
　また、上記においては、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
を逆拡散およびデコードすると説明したが、この発明の実施の形態２においては、これに
限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴの全体を逆拡散し、ヘ
ッダＨＥＤのみをデコードしてもよい。
【０２１１】
　更に、上記においては、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
をエンコードおよびスペクトル拡散すると説明したが、この発明の実施の形態２において
は、これに限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダの
みをエンコードし、パケットＰＫＴの全体をスペクトル拡散してもよい。
【０２１２】
　更に、上記においては、受信処理部１１１１Ａは、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ
１１２０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から随時読み出すと説明したが、この
発明の実施の形態２においては、これに限らず、実装に応じて、受信処理部１１１１Ａは
、本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への記憶が完了した後に、転送処理実行部
１１１０Ａからの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であることを示す通知に応じ
て、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０から読み出すようにしてもよい。
【０２１３】
　その他は、実施の形態１と同じである。
【０２１４】
　［実施の形態３］
　図２８は、図１に示す無線装置１～８の実施の形態３における構成を示す概略図である
。
【０２１５】
　実施の形態３においては、図１に示す無線装置１～８は、図２８に示す無線装置１Ｂか
らなる。
【０２１６】
　無線装置１Ｂは、図２１に示す無線装置１Ａの通信制御部１１Ａを通信制御部１１Ｂに
代えたものであり、その他は、通信制御部１１Ａと同じである。
【０２１７】
　通信制御部１１Ｂは、図２１に示す通信制御部１１Ａの送受信手段１１１Ａを送受信手
段１１１Ｂに代え、処理手段１１３Ａを処理手段１１３Ｂに代えたものであり、その他は
、通信制御部１１Ａと同じである。
【０２１８】
　送受信手段１１１Ｂは、受信を開始したパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
であると判定すると、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら、ヘッダＨＥＤを更新
して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号
Ｃｏｄｅ＿ｄを用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。送受信手段１１１Ｂは、
その他、送受信手段１１１Ａと同じ機能を果たす。
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【０２１９】
　処理手段１１３Ｂは、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ＿
ｒを送受信手段１１１Ｂから受け、その受けた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを格納して周辺車両
情報テーブル２０（図６参照）に拡散符号の項目を追加した周辺車両情報テーブルを作成
または更新し、その作成または更新した周辺車両情報テーブルを保持する。そして、処理
手段１１３Ｂは、その作成または更新した周辺車両情報テーブルの無線装置ＩＤおよび相
対方向を定期的に送受信手段１１１Ｂへ出力する。処理手段１１３Ｂは、その他、処理手
段１１３Ａと同じ機能を果たす。
【０２２０】
　図２９は、図２８に示す送受信手段１１１Ｂの構成を示す概略ブロック図である。
【０２２１】
　送受信手段１１１Ｂは、図２２に示す送受信手段１１１Ａの受信処理部１１１１Ａおよ
び送信処理部１１１３Ａをそれぞれ受信処理部１１１１Ｂおよび送信処理部１１１３Ｂに
代えたものであり、その他は、送受信手段１１１Ａと同じである。
【０２２２】
　受信処理部１１１１Ｂは、受信処理部１１１１と同じ方法によって、周波数チャネルｆ
ｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを選択すると、その選択した拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒをＭＡ
Ｃモジュール１１２を介して処理手段１１３Ｂへ出力し、その選択した周波数チャネルｆ
ｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを送信処理部１１１３Ｂへ出力する。その他、受信処理部
１１１１Ｂは、受信処理部１１１１Ａと同じ機能を果たす。
【０２２３】
　送信処理部１１１３Ｂは、転送処理実行部１１１０Ａから受けたヘッダＨＥＤをエンコ
ードし、そのエンコード後のヘッダＨＥＤを受信処理部１１１１Ｂから受けた拡散符号Ｃ
ｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄによってスペクトル拡散する。
【０２２４】
　そうすると、送信処理部１１１３Ｂは、送信処理部１１１３Ａと同じように、受信処理
部１１１１Ｂが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが読
み出した本体部ＢＯＤＹに拡散後のヘッダＨＥＤを付加して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
を再構築し、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら周波数チャネルｆｒで転送する
。その他、送信処理部１１１３Ｂは、送信処理部１１１３と同じ機能を果たす。
【０２２５】
　図３０は、実施の形態３における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。実施の
形態３における周辺車両情報テーブル２０Ｂは、図６に示す周辺車両情報テーブル２０に
拡散符号を追加したものであり、その他は、周辺車両情報テーブル２０と同じである。
【０２２６】
　拡散符号は、無線装置ＩＤ、時刻、位置情報、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ｂ）、相対位
置および相対方向に対応付けられる。そして、拡散符号は、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
の送信元が定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信に用いた拡散符号（拡散符号Ｃｏｄｅ１～
Ｃｏｄｅ１５のいずれか）、即ち、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信信号を逆拡散する
ときの拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒからなる。
【０２２７】
　送受信手段１１１Ｂは、他の無線装置から受信を開始した定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
に基づいて、上述した方法によって、６０個の評価値＜ξＣｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣ

ｏｄｅ１５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）を演算し、その演算した６０個の評価値＜ξＣ

ｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣｏｄｅ１５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）のうち、最も大き
い評価値が得られる周波数チャネルおよび拡散符号をそれぞれ周波数チャネルｆｒおよび
拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒとして選択する。
【０２２８】
　従って、処理手段１１３Ｂは、送受信手段１１１Ｂが選択した拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒを
定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信信号を逆拡散するときの拡散符号として送受信手段１
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１１Ｂから受ける。そして、処理手段１１３Ｂは、上述した無線装置ＩＤ、時刻、位置情
報、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ｂ）、相対位置および相対方向と、送受信手段１１１Ｂか
ら受けた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒとを対応付けて格納することにより周辺車両情報テーブル
２０Ｂを作成または更新し、その作成または更新した周辺車両情報テーブル２０Ｂを保持
する。
【０２２９】
　処理手段１１３Ｂは、周辺車両情報テーブル２０Ｂを作成すると、無線装置ＩＤおよび
相対方向を取り出し、その取り出した無線装置ＩＤおよび相対方向を定期的に転送処理部
１１１２Ａの転送処理実行部１１１０Ａへ出力する。
【０２３０】
　実施の形態３における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送概念は、図２４に示す転送概
念と同じである。
【０２３１】
　その結果、各無線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送するときの拡散符
号を緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信信号の逆拡散に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒと異
なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄに設定して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。
【０２３２】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号が受信信号
に干渉波として作用するのを抑制できる。
【０２３３】
　実施の形態３における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作について説明する。図３
１は、実施の形態３における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作を説明するための図
である。図３２は、実施の形態３における周辺車両情報テーブル２０Ｂの具体例を示す図
である。
【０２３４】
　以下においては、図１５に示す無線装置１～３，６における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇの転送動作について説明する。この場合、無線装置３，２，１，６におけるパケットＰ
ＫＴの送信に用いる拡散符号をそれぞれ拡散符号Ｃｏｄｅ２，Ｃｏｄｅ３，Ｃｏｄｅ５，
Ｃｏｄｅ４とし、無線装置３，２，１，６におけるパケットＰＫＴの送信周波数チャネル
は、全て同じ周波数チャネルｆ１とする。また、無線装置２は、無線装置１，３，６から
送信されたパケットＰＫＴを直接受信でき、無線装置１は、無線装置２，３，６から送信
されたパケットＰＫＴを直接受信でき、無線装置６は、無線装置１，２，７から送信され
たパケットＰＫＴを直接受信できるものとする。その結果、無線装置２の処理手段１１３
Ｂは、周辺車両情報テーブル２０Ｂ－１（図３２参照）を保持しており、無線装置２の転
送処理実行部１１１０Ａは、転送テーブル３０－１（図１２参照）を保持している。なお
、無線装置２は、無線装置４，５，７，８からパケットＰＫＴを直接受信できないので、
周辺車両情報テーブル２０Ｂ－１において、無線装置ＩＤ＝Ａｄｄ４，Ａｄｄ５，Ａｄｄ
７，Ａｄｄ８に対応する拡散符号は、“ｕｎｋｎｏｗｎ”としている。
【０２３５】
　無線装置３は、上述した方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を発生し、その
発生した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ２および周波数チャネルｆ１
を用いて送信する。
【０２３６】
　そして、無線装置２の受信処理部１１１１Ｂは、無線装置３からパケットＰＫＴ（＝緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１）の受信を開始し、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみをデ
コードして、受信したパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１であると判定する
。
【０２３７】
　その後、無線装置２の受信処理部１１１１Ｂは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１のヘッ
ダＨＥＤ１のＣＴ１を転送処理実行部１１１０Ａへ出力し、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
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１の本体部ＢＯＤＹ（ディジタル信号からなる）を一時記憶バッファ１１２０に記憶しな
がら一時記憶バッファ１１２０から本体部ＢＯＤＹを読み出す。
【０２３８】
　そうすると、無線装置２の転送処理実行部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
１のＣＴ１および転送テーブル３０－１を参照して、上述した方法によって、緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送すべきか否かを判定する。そして、無線装置２の転送処理実行
部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送すべきと判定すると、受信処理部
１１１１Ｂが本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への記憶を行なっている状態で
一時記憶バッファ１１２０からの本体部ＢＯＤＹの読出を開始するとともに、上述した同
じ方法によって、ヘッダＨＥＤ１を再構築し、その再構築したヘッダＨＥＤ１と、一時記
憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹの先頭部分とを送信処理部１１１３Ｂ
へ出力する。
【０２３９】
　そうすると、無線装置２の送信処理部１１１３Ｂは、転送処理実行部１１１０Ａから受
けたヘッダＨＥＤ１をエンコードし、そのエンコード後のヘッダＨＥＤ１を拡散符号Ｃｏ
ｄｅ３によってスペクトル拡散する。
【０２４０】
　そして、無線装置２の送信処理部１１１３Ｂは、受信処理部１１１１Ｂが一時記憶バッ
ファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが一時記憶バッファ１１２０から
読み出した本体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤ１を付加し、ヘッダＨＥＤ
１および本体部ＢＯＤＹの先頭部分をディジタル信号からアナログ信号に変換して周波数
チャネルｆ１で転送を開始する。そして、無線装置２の送信処理部１１１３Ｂは、受信処
理部１１１１Ｂが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが
一時記憶バッファ１１２０から随時読み出した本体部ＢＯＤＹの残りの部分をディジタル
信号からアナログ信号に随時変換して周波数チャネルｆ１で転送する。
【０２４１】
　このように、無線装置２は、無線装置３からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符
号Ｃｏｄｅ２を用いて受信しながら、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ
３を用いて転送する。
【０２４２】
　また、無線装置２の受信処理部１１１１Ｂは、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１
２０に記憶しながら読み出して拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ＝Ｃｏｄｅ２によって逆拡散し、そ
の逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコードする。そして、無線装置２の受信処理部１１１１
Ｂは、そのデコードした緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１をＭＡＣモジュール１１２を介し
て処理手段１１３Ｂへ出力する。これによって、無線装置２は、緊急パケットＰＫＴ＿Ｅ
ＭＧ１を受理する。
【０２４３】
　その後、無線装置１は、同様にして、無線装置２からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１
を拡散符号Ｃｏｄｅ３を用いて受信しながら、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号
Ｃｏｄｅ５を用いて転送するとともに、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。更に
、無線装置６は、無線装置１からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ５
を用いて受信しながら、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ４を用いて転
送するとともに、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。更に、無線装置７は、無線
装置６からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ４を用いて受信する。こ
の場合、無線装置７は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の生存期間ＴＴＬが“０”である
ので、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の受信処理のみを行ない、緊急パケットＰＫＴ＿Ｅ
ＭＧ１を転送しない（図３１参照）。
【０２４４】
　その結果、無線装置２，１，６における転送信号と受信信号との干渉が抑制される。
【０２４５】
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　なお、無線装置１は、無線装置３からパケットＰＫＴを直接受信できないとき、無線装
置３におけるパケットＰＫＴの送信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ２を検知できない。この場
合、無線装置１は、無線装置２におけるパケットＰＫＴの送信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ
３と異なる拡散符号として拡散符号Ｃｏｄｅ２を選択する場合もあるが、無線装置１が緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送するタイミングでは、無線装置２は、無線装置３からの
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信を完了している。従って、無線装置１における緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送信号が無線装置２における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受
信信号に干渉波として作用することはない。また、無線装置１，２間の距離が数１０ｍ以
上である場合、無線装置１，３が同じ拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いても、無線装置１におけ
る転送信号が無線装置２における受信信号の干渉波になり難い。無線装置６が無線装置２
におけるパケットＰＫＴの送信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ３を検知できない場合も、同様
である。
【０２４６】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号と受信信号
との干渉を抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送できる。
【０２４７】
　図３３は、実施の形態３における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０２４８】
　図３３に示すフローチャートは、図２７に示すフローチャートのステップＳ１０をステ
ップＳ１０Ａに代え、ステップＳ１１ＡをステップＳ１１Ｂに代えたものであり、その他
は、図２７に示すフローチャートと同じである。
【０２４９】
　一連の動作が開始されると、各無線装置１～８は、上述したステップＳ１～Ｓ４，Ｓ５
Ａ，Ｓ６，Ｓ７，Ｓ８Ａ，Ｓ９を順次実行する。そして、ステップＳ９の後、各無線装置
１～８の送信処理部１１１３Ｂは、受信処理部１１１１Ｂから受けた拡散符号Ｃｏｄｅ＿
ｒと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄによってヘッダＨＥＤをスペクトル拡散する（ステップ
Ｓ１０Ａ）。そして、各無線装置１～８の送信処理部１１１３Ｂは、受信処理部１１１１
Ｂが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが読み出した本
体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤを付加して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
を受信しながら受信周波数チャネルと同じ周波数チャネルｆｒで転送する（ステップＳ１
１Ｂ）。
【０２５０】
　その後、上述したステップＳ１２～ステップＳ１６が実行される。この場合、ステップ
Ｓ１３において、各無線装置１～８の受信処理部１１１１Ｂは、一時記憶バッファ１１２
０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から随時読み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符
号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散する。また、ステップＳ１６において、各無線装置１～８
の転送処理実行部１１１０Ａは、受信処理部１１１１Ｂから受けたＣＴと、一時記憶バッ
ファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹとを破棄し、受信処理部１１１１Ｂは、転送
処理実行部１１１０Ａからの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要でないことを示す
通知に応じて、ヘッダＨＥＤと、一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤ
Ｙとを破棄する。
【０２５１】
　このように、各無線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いる拡散符
号Ｃｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄを用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転
送する。
【０２５２】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号と受信信号
との干渉を抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送できる。
【０２５３】
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　なお、上述した実施の形態１と実施の形態３とを組み合わせてもよい。この場合、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送概念は、図９に示す転送概念と同じになる。従って、各無
線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了した後に、緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧの受信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄを用いて
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。また、各無線装置１～８の転送処理実行部１１
１０Ａは、本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への格納が完了した後に、本体部
ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０から取り出して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送
する。更に、各無線装置１～８は、図３３に示すフローチャートのステップＳ５Ａ，Ｓ８
Ａ，Ｓ１１Ｂをそれぞれ図２０に示すフローチャートのステップＳ５，Ｓ８，Ｓ１１に代
えたフローチャートに従って緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。
【０２５４】
　これによって、転送信号と受信信号との干渉を更に抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇを転送できる。また、実施の形態３においては、その他、実施の形態２と同じ効果を享
受できる。
【０２５５】
　また、上記においては、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
を逆拡散およびデコードすると説明したが、この発明の実施の形態３においては、これに
限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴの全体を逆拡散し、ヘ
ッダＨＥＤのみをデコードしてもよい。
【０２５６】
　更に、上記においては、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
をエンコードおよびスペクトル拡散すると説明したが、この発明の実施の形態３において
は、これに限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダの
みをエンコードし、パケットＰＫＴの全体をスペクトル拡散してもよい。
【０２５７】
　更に、上記においては、受信処理部１１１１Ｂは、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ
１１２０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から随時読み出すと説明したが、この
発明の実施の形態３においては、これに限らず、実装に応じて、受信処理部１１１１Ｂは
、本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への記憶が完了した後に、転送処理実行部
１１１０Ａからの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であることを示す通知に応じ
て、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０から読み出すようにしてもよい。
【０２５８】
 
　その他は、実施の形態１，２と同じである。
【０２５９】
　［実施の形態４］
　図３４は、図１に示す無線装置１～８の実施の形態４における構成を示す概略図である
。
【０２６０】
　実施の形態４においては、図１に示す無線装置１～８は、図３４に示す無線装置１Ｃか
らなる。
【０２６１】
　無線装置１Ｃは、図４に示す無線装置１の通信制御部１１を通信制御部１１Ｃに代えた
ものであり、その他は、通信制御部１１と同じである。
【０２６２】
　通信制御部１１Ｃは、図４に示す通信制御部１１の送受信手段１１１を送受信手段１１
１Ｃに代え、処理手段１１３を処理手段１１３Ｃに代えたものであり、その他は、通信制
御部１１と同じである。
【０２６３】
　送受信手段１１１Ｃは、受信を開始したパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
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であると判定すると、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら、ヘッダＨＥＤを更新
して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄ
と、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号
Ｃｏｄｅ＿ｄとを用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。また、送受信手段１１
１Ｃは、送受信手段１１１と同じ方法によって周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄ
ｅ＿ｒを選択し、その選択した周波数チャネルｆｒおよび拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒをＭＡＣ
モジュール１１２を介して処理手段１１３Ｃへ出力する。送受信手段１１１Ｃは、その他
、送受信手段１１１と同じ機能を果たす。
【０２６４】
　処理手段１１３Ｃは、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信に用いられた拡散符号Ｃｏｄ
ｅ＿ｒおよび周波数チャネルｆｒを送受信手段１１１Ｃから受け、その受けた拡散符号Ｃ
ｏｄｅ＿ｒおよび周波数チャネルｆｒを格納して周辺車両情報テーブル２０（図６参照）
に周波数チャネルの項目および拡散符号の項目を追加した周辺車両情報テーブルを作成ま
たは更新し、その作成または更新した周辺車両情報テーブルを保持する。そして、処理手
段１１３Ｃは、その作成または更新した周辺車両情報テーブルの無線装置ＩＤおよび相対
方向を定期的に送受信手段１１１Ｃへ出力する。処理手段１１３Ｃは、その他、処理手段
１１３と同じ機能を果たす。
【０２６５】
　図３５は、図３４に示す送受信手段１１１Ｃの構成を示す概略ブロック図である。
【０２６６】
　送受信手段１１１Ｃは、図２２に示す送受信手段１１１Ａの受信処理部１１１１Ａおよ
び送信処理部１１１３Ａをそれぞれ受信処理部１１１１Ｃおよび送信処理部１１１３Ｃに
代えたものであり、その他は、送受信手段１１１Ａと同じである。
【０２６７】
　受信処理部１１１１Ｃは、受信処理部１１１１と同じ方法によって、拡散符号Ｃｏｄｅ
＿ｒおよび周波数チャネルｆｒを選択すると、その選択した拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒおよび
周波数チャネルｆｒをＭＡＣモジュール１１２を介して処理手段１１３Ｃへ出力する。そ
の他、受信処理部１１１１Ｃは、受信処理部１１１１Ａと同じ機能を果たす。
【０２６８】
　送信処理部１１１３Ｃは、転送処理実行部１１１０Ａから受けたヘッダＨＥＤをエンコ
ードし、そのエンコード後のヘッダＨＥＤを受信処理部１１１１Ｃから受けた拡散符号Ｃ
ｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄによってスペクトル拡散する。そして、送信処
理部１１１３Ｃは、受信処理部１１１１Ｃが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転
送処理実行部１１１０Ａが読み出した本体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤ
を付加して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの再構築を開始し、その再構築を開始した緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧをディジタル信号からアナログ信号に変換して受信処理部１１１１
Ｃから受けた周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄで転送する。その後、送信
処理部１１１３Ｃは、受信処理部１１１１Ｃが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら
転送処理実行部１１１０Ａが一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹの
残りの部分をディジタル信号からアナログ信号に変換して周波数チャネルｆｄで転送する
。その他、送信処理部１１１３Ｃは、送信処理部１１１３Ａと同じ機能を果たす。
【０２６９】
　図３６は、実施の形態４における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。実施の
形態４における周辺車両情報テーブル２０Ｃは、図６に示す周辺車両情報テーブル２０に
周波数チャネルおよび拡散符号を追加したものであり、その他は、周辺車両情報テーブル
２０と同じである。
【０２７０】
　周波数チャネルおよび拡散符号は、無線装置ＩＤ、時刻、位置情報、シーケンス番号（
ＳＥＱ＿Ｂ）、相対位置および相対方向に対応付けられる。そして、周波数チャネルは、
定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元が定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信に用いた周波
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数チャネル（周波数チャネルｆ１～ｆ４のいずれか）、即ち、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲ
Ｄの受信周波数チャネルｆｒからなる。拡散符号は、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信
元が定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信に用いた拡散符号（拡散符号Ｃｏｄｅ１～Ｃｏｄ
ｅ１５のいずれか）、即ち、定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの受信信号を逆拡散するときの
拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒからなる。
【０２７１】
　送受信手段１１１Ｃは、他の無線装置から受信を開始した定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
に基づいて、上述した方法によって、６０個の評価値＜ξＣｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣ

ｏｄｅ１５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）を演算し、その演算した６０個の評価値＜ξＣ

ｏｄｅ１＞ａｖ，ｆ～＜ξＣｏｄｅ１５＞ａｖ，ｆ（ｆ＝ｆ１～ｆ４）のうち、最も大き
い評価値が得られる周波数チャネルおよび拡散符号をそれぞれ周波数チャネルｆｒおよび
拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒとして選択する。
【０２７２】
　従って、処理手段１１３Ｃは、送受信手段１１１Ｃが選択した周波数チャネルｆｒを定
期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元が定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤを送信するときの送信
周波数チャネルとして送受信手段１１１Ｃから受け、送受信手段１１１Ｃが選択した拡散
符号Ｃｏｄｅ＿ｒを定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤの送信元が定期パケットＰＫＴ＿ＰＲＤ
を送信するときの拡散符号として送受信手段１１１Ｃから受ける。そして、処理手段１１
３Ｃは、上述した無線装置ＩＤ、時刻、位置情報、シーケンス番号（ＳＥＱ＿Ｂ）、相対
位置および相対方向と、送受信手段１１１Ｃから受けた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒおよび周波
数チャネルｆｒとを対応付けて格納することにより周辺車両情報テーブル２０Ｃを作成ま
たは更新し、その作成または更新した周辺車両情報テーブル２０Ｃを保持する。
【０２７３】
　処理手段１１３Ｃは、周辺車両情報テーブル２０Ｃを作成すると、無線装置ＩＤおよび
相対方向を取り出し、その取り出した無線装置ＩＤおよび相対方向を定期的に転送処理部
１１１２Ａの転送処理実行部１１１０Ａへ出力する。
【０２７４】
　実施の形態４における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送概念は、図２４に示す転送概
念と同じである。
【０２７５】
　その結果、各無線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送するときの周波数
チャネルを緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いた周波数チャネルｆｒと異なる周波
数チャネルｆｄに設定し、かつ、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送するときの拡散符号
を緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信信号の逆拡散に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒと異な
る拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄに設定して緊急ＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。
【０２７６】
　従って、緊急ＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号が受信信号に干渉波
として作用するのを抑制できる。
【０２７７】
　実施の形態４における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作について説明する。図３
７は、実施の形態４における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作を説明するための図
である。図３８は、実施の形態４における周辺車両情報テーブル２０Ｃの具体例を示す図
である。
【０２７８】
　以下においては、図１５に示す無線装置１～３，６における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇの転送動作について説明する。この場合、無線装置３，２，１，６におけるパケットＰ
ＫＴの送信に用いる拡散符号をそれぞれ拡散符号Ｃｏｄｅ２，Ｃｏｄｅ３，Ｃｏｄｅ５，
Ｃｏｄｅ４とし、無線装置３，２，１，６におけるパケットＰＫＴの送信周波数チャネル
をそれぞれ周波数チャネルｆ１，ｆ２，ｆ３，ｆ１とする。また、無線装置２は、無線装
置１，３，６から送信されたパケットＰＫＴを直接受信でき、無線装置１は、無線装置２
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，３，６から送信されたパケットＰＫＴを直接受信でき、無線装置６は、無線装置１，２
，７から送信されたパケットＰＫＴを直接受信できるものとする。その結果、無線装置２
の処理手段１１３Ｃは、周辺車両情報テーブル２０Ｃ－１（図３８参照）を保持しており
、無線装置２の転送処理実行部１１１０Ａは、転送テーブル３０－１（図１２参照）を保
持している。なお、無線装置２は、無線装置４，５，７，８からパケットＰＫＴを直接受
信できないので、周辺車両情報テーブル２０Ｃ－１において、無線装置ＩＤ＝Ａｄｄ４，
Ａｄｄ５，Ａｄｄ７，Ａｄｄ８に対応する周波数チャネルおよび拡散符号は、“ｕｎｋｎ
ｏｗｎ”としている。
【０２７９】
　無線装置３は、上述した方法によって、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を発生し、その
発生した緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を拡散符号Ｃｏｄｅ２および周波数チャネルｆ１
を用いて送信する。
【０２８０】
　そして、無線装置２の受信処理部１１１１Ｃは、無線装置３からパケットＰＫＴ（＝緊
急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１）の受信を開始し、パケットＰＫＴのヘッダＨＥＤ１のみを
デコードして、受信を開始したパケットＰＫＴが緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１であると
判定する。
【０２８１】
　その後、無線装置２の受信処理部１１１１Ｃは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１のヘッ
ダＨＥＤ１のＣＴ１を転送処理部１１１２Ａの転送処理実行部１１１０Ａへ出力し、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の本体部ＢＯＤＹ（ディジタル信号からなる）を一時記憶バッ
ファ１１２０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から本体部ＢＯＤＹを読み出す。
【０２８２】
　そうすると、無線装置２の転送処理実行部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
１のＣＴ１および転送テーブル３０－１を参照して、上述した方法によって、緊急パケッ
トＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送すべきか否かを判定する。そして、無線装置２の転送処理実行
部１１１０Ａは、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送すべきと判定すると、受信処理部
１１１１Ｃが本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への記憶を行なっている状態で
本体部ＢＯＤＹの読出を開始するとともに、上述した方法によって、ヘッダＨＥＤ１を再
構築し、その再構築したヘッダＨＥＤ１と、一時記憶バッファ１１２０から読み出した本
体部ＢＯＤＹの先頭部分とを送信処理部１１１３Ｃへ出力する。
【０２８３】
　そして、無線装置２の送信処理部１１１３Ｃは、転送処理実行部１１１０Ａから受けた
ヘッダＨＥＤ１をエンコードし、そのエンコード後のヘッダＨＥＤ１を拡散符号Ｃｏｄｅ
３によってスペクトル拡散する。
【０２８４】
　そうすると、無線装置２の送信処理部１１１３Ｃは、受信処理部１１１１Ｃが一時記憶
バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが一時記憶バッファ１１２０
から読み出した本体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤ１を付加し、ヘッダＨ
ＥＤ１および本体部ＢＯＤＹの先頭部分をディジタル信号からアナログ信号に変換して周
波数チャネルｆ２で転送を開始する。そして、無線装置２の送信処理部１１１３Ｃは、受
信処理部１１１１Ｃが一時記憶バッファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０
Ａが一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹの残りの部分をディジタル
信号からアナログ信号に随時変換して周波数チャネルｆ２で転送する。
【０２８５】
　このように、無線装置２は、無線装置３からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数
チャネルｆ１および拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いて受信しながら、緊急パケットＰＫＴ＿Ｅ
ＭＧ１を周波数チャネルｆ２および拡散符号Ｃｏｄｅ３を用いて転送する。
【０２８６】
　また、無線装置２の受信処理部１１１１Ｃは、一時記憶バッファ１１２０に記憶しなが
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ら一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒ＝Ｃ
ｏｄｅ２によって逆拡散し、その逆拡散後の本体部ＢＯＤＹをデコードする。そして、無
線装置２の受信処理部１１１１Ｃは、そのデコードした緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を
ＭＡＣモジュール１１２を介して処理手段１１３Ｃへ出力する。これによって、無線装置
２は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。
【０２８７】
　その後、無線装置１は、同様にして、無線装置２からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１
を周波数チャネルｆ２および拡散符号Ｃｏｄｅ３を用いて受信しながら、緊急パケットＰ
ＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆ３および拡散符号Ｃｏｄｅ５を用いて転送するととも
に、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。更に、無線装置６は、無線装置１からの
緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆ３および拡散符号Ｃｏｄｅ５を用いて
受信しながら、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆ１および拡散符号Ｃｏ
ｄｅ４を用いて転送するとともに、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を受理する。更に、無
線装置７は、無線装置６からの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を周波数チャネルｆ１およ
び拡散符号Ｃｏｄｅ４を用いて受信する。この場合、無線装置７は、緊急パケットＰＫＴ
＿ＥＭＧ１の生存時間ＴＴＬが“０”であるので、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１の受信
処理のみを行ない、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ１を転送しない（図３７参照）。
【０２８８】
　その結果、無線装置２，１，６において、転送信号が受信信号に干渉波として作用する
ことがない。
【０２８９】
　なお、無線装置１は、無線装置３からパケットＰＫＴを直接受信できないとき、無線装
置３におけるパケットＰＫＴの送信に用いた周波数チャネルｆ１および拡散符号Ｃｏｄｅ
２を検知できない。この場合、無線装置１は、無線装置２におけるパケットＰＫＴの送信
に用いた周波数チャネルｆ２と異なる周波数チャネルとして周波数チャネルｆ１を選択し
、無線装置２におけるパケットＰＫＴの送信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ３と異なる拡散符
号として拡散符号Ｃｏｄｅ２を選択する場合もあるが、無線装置１が緊急パケットＰＫＴ
＿ＥＭＧを転送するタイミングでは、無線装置２は、無線装置３からの緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧの受信を完了している。従って、無線装置１における緊急パケットＰＫＴ＿Ｅ
ＭＧの転送信号が無線装置２における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信信号に干渉波と
して作用することはない。また、無線装置１，２間の距離が数１０ｍ以上である場合、無
線装置１，３が同じ拡散符号Ｃｏｄｅ２を用いても、無線装置１における転送信号が無線
装置２における受信信号の干渉波になり難い。無線装置６が無線装置２におけるパケット
ＰＫＴの送信に用いた周波数チャネルｆ２および拡散符号Ｃｏｄｅ３を検知できない場合
も、同様である。
【０２９０】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号と受信信号
との干渉を抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送できる。
【０２９１】
　図３９は、実施の形態４における緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０２９２】
　図３９に示すフローチャートは、図３３に示すフローチャートのステップＳ１１Ｂをス
テップＳ１１Ａに代えたものであり、その他は、図３３に示すフローチャートと同じであ
る。
【０２９３】
　一連の動作が開始されると、各無線装置１～８は、上述したステップＳ１～Ｓ４，Ｓ５
Ａ，Ｓ６，Ｓ７，Ｓ８Ａ，Ｓ９，Ｓ１０Ａを順次実行する。そして、ステップＳ１０Ａの
後、各無線装置１～８の送信処理部１１１３Ｃは、受信処理部１１１１Ｃが一時記憶バッ
ファ１１２０に記憶しながら転送処理実行部１１１０Ａが一時記憶バッファ１１２０から
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読み出した本体部ＢＯＤＹの先頭部分に拡散後のヘッダＨＥＤを付加して緊急パケットＰ
ＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄで転送
する（ステップＳ１１Ａ）。
【０２９４】
　その後、上述したステップＳ１２～ステップＳ１６が実行される。この場合、ステップ
Ｓ１３において、各無線装置１～８の受信処理部１１１１Ｃは、一時記憶バッファ１１２
０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から随時読み出した本体部ＢＯＤＹを拡散符
号Ｃｏｄｅ＿ｒによって逆拡散する。また、ステップＳ１６において、各無線装置１～８
の転送処理実行部１１１０Ａは、受信処理部１１１１Ｃから受けたＣＴ（＝ヘッダＨＥＤ
）と、一時記憶バッファ１１２０から読み出した本体部ＢＯＤＹとを破棄し、受信処理部
１１１１Ｃは、転送処理実行部１１１０Ａからの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必
要でないことを示す通知に応じて、ヘッダＨＥＤと、一時記憶バッファ１１２０から読み
出した本体部ＢＯＤＹとを破棄する。
【０２９５】
　このように、各無線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いた周波数
チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄと、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用い
た拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄとを用いて緊急パケットＰＫＴ＿
ＥＭＧを転送する。
【０２９６】
　従って、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを受信しながら転送しても、転送信号と受信信号
との干渉を抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送できる。
【０２９７】
　なお、上述した実施の形態１と実施の形態４とを組み合わせてもよい。この場合、緊急
パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの転送概念は、図９に示す転送概念と同じになる。従って、各無
線装置１～８は、緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が完了した後に、緊急パケットＰＫ
Ｔ＿ＥＭＧの受信に用いた周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄと、緊急パケ
ットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信に用いた拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｒと異なる拡散符号Ｃｏｄｅ＿ｄ
とを用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する。また、各無線装置１～８の転送処理
実行部１１１０Ａは、本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への格納が完了した後
に、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０から取り出して緊急パケットＰＫＴ＿Ｅ
ＭＧを転送する。更に、各無線装置１～８は、図３９に示すフローチャートのステップＳ
５Ａ，Ｓ８Ａ，Ｓ１１Ａを図２０に示すフローチャートのステップＳ５，Ｓ８，Ｓ１１に
それぞれ代え、かつ、ステップＳ１１の「受信周波数チャネルと同じ周波数チャネルｆｒ
」を「受信周波数チャネルｆｒと異なる周波数チャネルｆｄ」に代えたフローチャートに
従って緊急パケットＰＫＴを転送する。
【０２９８】
　これによって、転送信号と受信信号との干渉を更に抑制して緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭ
Ｇを転送できる。また、実施の形態４においては、その他、実施の形態２と同じ効果を享
受できる。
【０２９９】
　また、上記においては、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
を逆拡散およびデコードすると説明したが、この発明の実施の形態４においては、これに
限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの受信時にパケットＰＫＴの全体を逆拡散し、ヘ
ッダＨＥＤのみをデコードしてもよい。
【０３００】
　更に、上記においては、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダＨＥＤのみ
をエンコードおよびスペクトル拡散すると説明したが、この発明の実施の形態４において
は、これに限らず、実装に応じて、パケットＰＫＴの転送時にパケットＰＫＴのヘッダの
みをエンコードし、パケットＰＫＴの全体をスペクトル拡散してもよい。
【０３０１】
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　更に、上記においては、受信処理部１１１１Ｃは、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ
１１２０に記憶しながら一時記憶バッファ１１２０から随時読み出すと説明したが、この
発明の実施の形態４においては、これに限らず、実装に応じて、受信処理部１１１１Ｃは
、本体部ＢＯＤＹの一時記憶バッファ１１２０への記憶が完了した後に、転送処理実行部
１１１０Ａからの緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧの受信が必要であることを示す通知に応じ
て、本体部ＢＯＤＹを一時記憶バッファ１１２０から読み出すようにしてもよい。
【０３０２】
　その他は、実施の形態１，２と同じである。
【０３０３】
　上記においては、４個の周波数チャネルｆ１～ｆ４および１５個の拡散符号Ｃｏｄｅ１
～Ｃｏｄｅ１５を用いると説明したが、この発明においては、これに限らず、４個以外の
周波数チャネルおよび１５個以外の拡散符号が用いられてもよい。
【０３０４】
　なお、この発明においては、受信処理部１１１１，１１１１Ａ，１１１１Ｂ，１１１１
Ｃの各々は、「受信手段」を構成する。また、一時記憶バッファ１１２０を用いて緊急パ
ケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送する転送処理実行部１１１０および送信処理部１１１３は、
「転送手段」を構成する。更に、一時記憶バッファ１１２０を用いて緊急パケットＰＫＴ
＿ＥＭＧを転送する転送処理実行部１１１０Ａおよび送信処理部１１１３Ａは、「転送手
段」を構成する。更に、一時記憶バッファ１１２０を用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧ
を転送する転送処理実行部１１１０Ａおよび送信処理部１１１３Ｂは、「転送手段」を構
成する。更に、一時記憶バッファ１１２０を用いて緊急パケットＰＫＴ＿ＥＭＧを転送す
る転送処理実行部１１１０Ａおよび送信処理部１１１３Ｃは、「転送手段」を構成する。
【０３０５】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した実施の形態の説明ではなくて特許請求の範囲
によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれる
ことが意図される。
【産業上の利用可能性】
【０３０６】
　この発明は、転送信号と受信信号との干渉を抑制してパケットを転送可能な無線装置に
適用される。また、この発明は、転送信号と受信信号との干渉を抑制してパケットを転送
可能な無線装置を備えた無線ネットワークに適用される。
【図面の簡単な説明】
【０３０７】
【図１】この発明の実施の形態による無線ネットワークの概略図である。
【図２】拡散符号と周波数チャネルとの関係を示す図である。
【図３】パケットのフォーマットを示す図である。
【図４】図１に示す無線装置の実施の形態１における構成を示す概略図である。
【図５】受信信号を拡散符号によって逆拡散して得られる評価値の演算に用いるパケット
中のシンボル部の概念図である。
【図６】実施の形態１における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。
【図７】実施の形態１における転送テーブルの構成を示す図である。
【図８】図４に示す送受信手段の構成を示す概略ブロック図である。
【図９】実施の形態１における緊急パケットの転送方法を説明するための概念図である。
【図１０】交通状況を示す図である。
【図１１】周辺車両情報テーブルの第１の例を示す図である。
【図１２】転送テーブルの第１の例を示す図である。
【図１３】周辺車両情報テーブルの第２の例を示す図である。
【図１４】転送テーブルの第２の例を示す図である。
【図１５】他の交通状況を示す図である。
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【図１６】転送テーブルの第３の例を示す図である。
【図１７】転送テーブルの第４の例を示す図である。
【図１８】実施の形態１における緊急パケットの転送を示す概念図である。
【図１９】転送テーブルの第５の例を示す図である。
【図２０】実施の形態１における緊急パケットの転送動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図２１】図１に示す無線装置の実施の形態２における構成を示す概略図である。
【図２２】図２１に示す送受信手段の構成を示す概略ブロック図である。
【図２３】実施の形態２における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。
【図２４】実施の形態２における緊急パケットの転送方法を説明するための概念図である
。
【図２５】実施の形態２における緊急パケットの転送動作を説明するための図である。
【図２６】実施の形態２における周辺車両情報テーブルの具体例を示す図である。
【図２７】実施の形態２における緊急パケットの転送動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図２８】図１に示す無線装置の実施の形態３における構成を示す概略図である。
【図２９】図２８に示す送受信手段の構成を示す概略ブロック図である。
【図３０】実施の形態３における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。
【図３１】実施の形態３における緊急パケットの転送動作を説明するための図である。
【図３２】実施の形態３における周辺車両情報テーブルの具体例を示す図である。
【図３３】実施の形態３における緊急パケットの転送動作を説明するためのフローチャー
トである。
【図３４】図１に示す無線装置の実施の形態４における構成を示す概略図である。
【図３５】図３４に示す送受信手段の構成を示す概略ブロック図である。
【図３６】実施の形態４における周辺車両情報テーブルの構成を示す図である。
【図３７】実施の形態４における緊急パケットの転送動作を説明するための図である。
【図３８】実施の形態４における周辺車両情報テーブルの具体例を示す図である。
【図３９】実施の形態４における緊急パケットの転送動作を説明するためのフローチャー
トである。
【符号の説明】
【０３０８】
　１～８，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ　無線装置、１０　無線ネットワーク、１１，１１Ａ，１１
Ｂ，１１Ｃ　通信制御部、１２　ＧＰＳ受信機、２０，２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃ　周辺車
両情報テーブル、３０　転送テーブル、１１１，１１１Ａ，１１１Ｂ，１１１Ｃ　送受信
手段、１１２　ＭＡＣモジュール、１１３，１１３Ａ，１１３Ｂ，１１３Ｃ　処理手段、
１１４　定期パケット発生手段、１１５　緊急パケット発生手段、１１１０，１１１０Ａ
　転送処理実行部、１１１１，１１１１Ａ，１１１１Ｂ，１１１１Ｃ　受信処理部、１１
１２，１１１２Ａ　転送処理部、１１１３，１１１３Ａ，１１１３Ｂ，１１１３Ｃ　送信
処理部、１１２０　一時記憶バッファ。
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